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星糞峠縄文時代黒耀石採掘鉱山の測量調査

-1998～ 1999年度調査報告書―

長野県小県郡に所在する鷹山黒耀石原産地遺跡群には、縄文時代に遡

る黒耀石の地下採掘遺跡がある。これを「星糞峠黒耀石採掘址群」とよ

ぶ。採掘llL群 は星糞峠の鞍部から虫倉山lJj体斜面にかけて広がつてい

る。まさに「黒耀石鉱山」である。

発掘調査で地下採掘活動の存在を確認したのは1991年の夏。それ以

来、採掘活動の実態と時期を復原すべく発掘調査を行い、これと並行し

て鉱止|の 規模と景観を復原すべく測量調査を実施してきた。本書は、

1992・ 93に行った測量調査の成果をふまえ、1998・ 99年 に実施した

鉱山範囲の確定を目的とした測量調査の報告書である。現在の地表面で

観察されるクレーター状の採掘llLは 195余基に達する。

4固 々の採掘址は実際にどのような形をしているのだろうか。そして、

採掘址群の広がりはどのような景観をなしているのか。これまでの発掘

調査でわかった採掘址の地下構造についての成果と合わせ、現段階で可

能な限り黒耀石採掘鉱山の全体像を復原してみよう。

△
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序 文

日本でも有数の黒耀石原産地地帯であります霧ケ峰高原の北麓に位置する長門町鷹 lll地 区に

は、まさに、その名が示しますように、良質の黒耀石を産出する星糞峠を背景に、その直下に

は、地元の研究者である (故)児玉司農武氏によつて発見され、以後、幾つかの調査によつて

1日 石器時代の一大石器工房址であることが判ってきました鷹山遺跡群が位置しております。そ

して、そのまわりに広がる広大な山林部でも、1991年 度から行われた分布調査によつて、旧石

器、縄文時代の遺跡が数多 く発見されると伴に、星糞峠一帯においては、降電文黒耀石鉱山」と

も称せられる、縄文時代の人々による黒耀石原石採取に伴う採掘跡の発見に至っております。以

後の継続調査によつて、星糞峠の鞍部から虫倉山西麓の約43,200ど に、195基 にもおよぶ採掘

址の広がりが提えられ、その起源は 1万年前の縄文時代草創期まで遡ると聞き及んでおります。

町では、この貴重な歴史的文化遺産の保存・活用を計るため、黒耀石採掘址群を含む国有林

16。 9haを購入し、平成 11年 10月 には、黒耀石採掘址群の周辺部を合わせた、6.6haを 町の史跡

に指定しました。そして、本年度の7月 には国史跡指定の申請を行い、この 1月 には指定をいた

だいております。

この度の報告書は、平成 10、 11年度に掛けて行われました、星糞峠から虫倉曲斜面に分布す

る黒耀石採掘址群の範囲を確定づける測量調査の成果を報告するものであります。

なお、本報告書をまとめるに当りましては、明治大学考古学研究室ならびに、長野県黒耀石

原産地遺跡分布調査指導特別委員会の諸先生方や、地元関係者をはじめ、多 くの方々にご指導

とご協力を頂き、ここに厚 く御礼申し上げます。また、文化庁、及び長野県教育委員会におき

ましては、この調査の継続について、多大なご理解とご支援を賜 り、今日に至っておりますが、

今後の保存・活用に向けて、尚いっそうのご助力を賜 りますようお願いするとともに、心から

感謝の意をここに申し上げます。

2001. 3ノロ

長門町長 北澤 貞利



例 爾

1 本書は、平成 10、 11年度国宝重要文化財等保存整備補助金 (鷹山遺跡群ほか発掘調査等)に よる、鷹山

遺跡群星糞峠黒耀石採掘址群の測量・試掘調査の正式報告書である。なお、すでに以下の概報がある。

鷹山遺跡群調査団編 1999『概報・鷹山遺跡群 1 長野県小県郡長門町鷹山遺跡群 1998年度調査概報』長

門町教育委員会

鷹山遺跡群調査団編 2000『 概報・鷹山遺跡群 2 長野県小県郡長門町鷹山遺跡群 1999年度調査概報』長

門町教育委員会

また、すでに『鷹山遺跡群Ⅲ』において報告されている、1992年度および1993年度に実施 した測量調査成

果も本報告書に反映されている。

2 本調査は、鷹山遺跡群の保存と活用に向けて基本となる情報を得るための学術調査である。

3 調査は、1998年 8月 6日 ～9月 17日 、1999年 8月 3日 ～ 1999年 8月 12日 の、計 2次にわたり行った。

調査担当、参加人員は別記 したとおりである。

4 整理作業は、1998年 9月 16日 ～2001年 1月 31日 の期間、おもに明治大学において行なった。

5 本書の作成にかかわる資料整理 。図版作成等は、島田和高 (明 治大学考古学博物館)岩泉辰子、高城大輔、

吉田 望 (明治大学大学院生)、 川本真由美 (明 治大学大学院聴講生)が担当した。

6 発掘調査時の写真撮影は、追川吉生 (明治大学博物館 )、 金正培 (明 治大学大学院生)が担当した。

7 本文の執筆分担は、各項末に明記 した通 りである。また、全体の編集は、安蒜政雄 (明 治大学教授 )、 島EEI

和高が行なった。

本文執筆 :安蒜政雄、大竹幸恵 (長門町教育委員会)、 川本真由美、島田和高、高城大輔、吉田望。

8 出土遺物、図面、台帳、写真は、長門町教育委員会が保管する。

9 現地調査および整理作業の過程で以下の方々と機関・団体にご指導、ご協力いただきました。記 して感謝

の意を表 したいと思います (敬称略)。

阿部芳郎 石川 日出志 鵜飼幸雄 大竹憲昭 大橋里奈 門内政広 功力 司 栗島義明 黒沢 浩

小林三郎 近藤尚義 佐々木憲一 鈴木忠司 鈴木正男 須藤友美子 田口洋美 田中 総 田中祐二

谷 和隆 勅使河原 彰 寺田真木子 野澤誠一 平林 彰 宮坂 清 望月明彦 守矢昌文 矢島國雄

山村 雄 吉川耕太郎 文化庁 長野県教育委員会 長野県埋蔵文化財 セ ンター 長 門町役場

茅野市教育委員会 下諏訪町教育委員会 諏訪市教育委員会 和田村教育委員会 明治大学考古学研究室
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凡例

1 使用 した地図等の出典

第 1図 原図 :国土地理院二十万分の一地勢図「長野」

第 3図、第 4図 原図 :二千五百分の一地形図「鷹山遺跡群全体図」 (調査団作成)

その他の地形図は全て鷹山遺跡群調査団が作成 した。

2 遺物実澳1図 は全て実大の 2/3。

3 遺物写真は全て実大の約 2/3。

4 Ⅱ章で記載されている採掘址形状の類型については、71頁の第 27図 を参照のこと。
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亜 鷹曲遺跡群と黒耀石採掘址群

遺 跡 群 の概 要

鷹山遺跡群は長野県のほぼ中央、小県郡長門町

大字大門に所在する。星糞峠を背景に、遺跡が密集

した黒耀石原産地遺跡群のひとつである。鷹山遺

跡群の周辺は日本有数の黒耀石原産地として知ら

れており、男女倉谷付近には高松沢、牧ケ沢、ブ ド

ウ沢など、和田峠付近には小深沢、東餅屋など、霧

ケ峰には星ヶ塔、星ヶ台、東俣などの黒耀石原産地

が存在 し、やや離れて麦草峠、冷曲などが知られて

いる。これらの黒耀石原産地の周辺には、男女倉遺

跡群、和田峠遺跡群、八島遺跡群、池のくるみ遺跡

群、ジャコッパラ遺跡群、池の平遺跡群、渋川遺跡

群などが形成されてお り、いずれも湿地あるいは

やや広い谷筋の平坦部や緩斜面に営まれていると

いう共通 した特徴を持っている (第 1図 )。 黒耀石

は、旧石器時代から縄文時代を通 じて石器の原材

料として利用され続けており、200km以上はなれた

遠隔地にももたらされていることが理化学的な分

析により立証されている。

本州を東西に分断する断裂帯のひとつ、糸魚川

―静岡構造線の北側一帯は、第二紀以降、最も活発

な火山活動が認められるフォッサ 。マグナ地帯に

あたり、鷹山地区はその一角に位置 している。鷹山

地区は、北側に高松山 (標高 1,667m)、 虫倉山 (標

高 1,658m)の 急斜面に、南佃1を 大笹山 (標高 1,807

m)の緩斜面に囲まれた、狭小な盆地状地形をなし

ている。第二紀鮮新世の時期まで浅い海や湖が存

在 してお り、第四紀更新世前半からの活発な火山

活動によって、虫倉山、高松山、そして大笹山が誕

生 し、現在の地理的環境へと大きく変貌 したもの

と考えられている (山 岸 1989)。

霧ケ峰から蓼科山の北東一南西方向を通 り、虫

倉山南面に走る「鷹山断層」は、南東方向に位置す

1 星糞峠黒耀石採掘址群の調査 と研究

る八子ケ峰北面の急崖「八子ケ峰断層」と対峙し、

中央が溝状に落ち込む「追分火山性地溝帯」が形成

されている。この地溝帯は幅約 3 km、 長さ約 13 km

に及んでお り、和田峠、星糞峠などの黒耀石原産地

が連なっている (河内 1974、 山崎ほか 1976)。

一方、この鷹山断層を横切る北西―南東方向にリ

エアメントが確認されてお り、和田村佃1の松沢川

から大笹山北麓に至る断層活動により、虫倉山と

高松山の山体斜面のなす鞍部一星糞峠 (標高 1,480

m)一 が形成されたものと考えられる。

全流程約 3 kmの鷹山川は、高松山一虫倉山の南

側の断崖線に沿って東流 してお り、追分付近で大

門川に合流 し、北流 して千曲川に注いでいる。霧ケ

峰高原の北側に発する幾筋かの河り||は概ね北流す

る傾向があり、鷹山川は「追分火山性地溝帯」に発

達した特異な例といえようか。

鷹山川の左岸の虫倉山。高松山南面は、断崖地形

をなしているために急速に崩落 した崖錐性堆積で

あるのに対 し、右岸の大笹山側は除々に流下 した

層堆積であり、鷹曲側両岸において対照的な層堆

積をなしている。高松山・虫倉山の山体からの土砂

の崩落は、鷹山川の流路を堰 き止め、鷹山川中流域

両岸に湿地を形成する要因となっている。かつて

湿地の広が りは東西約 l km、 南北 0.5 kmに わたって

いたことが明らかとなっている。鷹山川河川改修

の際や湿地調査の際に、拳大～人頭大の原石が地

中に多 く包含されている事実が確認 されてお り、

旧石器時代には湿地周辺部が黒耀石原石を採取す

る場として機能していたものと考えられる。虫倉

山西側斜面中腹から星糞峠には黒耀石の分布が顕

著であり、酒井により星糞峠付近は火道の可能性

が高いことが指摘されている (酒井 1993)。 高松

山・虫倉山南面の断崖の崩落は、湿地部の形成とと

もに、星糞峠の黒耀石を湿地部に供給する役割を
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担ったものとして理解することができよう。また、

長門町役場によって実施された温泉掘削工事に伴

うボーリング調査によれば、鷹山川の隣接部分に

おいて地表面下150～ 290mに第四紀更新世中期の

霧ケ峰火山噴出物中に松脂岩や黒耀石が互層状に

包含されていることが明らかとなっている。虫倉

山自体の地質構造は明らかではないものの、鷹山

地区における黒耀石の堆積構造については山体そ

のものが火道の可能性のある星ヶ塔とは異なる在

り方をしているものと考えられようか (大竹

1998)。

鷹山黒耀石原産地遺跡群は、このような星糞峠

の豊富な黒耀石を背景 として成立 した1日 石器時代

から縄文時代 にわたる遺跡群である。旧石器時代

の鷹山黒耀石原産地遺跡群は、黒耀石原石が供給

I 鷹山遺跡群と黒耀石採掘llL群

された湿地を取り囲むように立地している第 1～

第Xll遺跡の12遺跡と4地点遺跡という大量の石器

群が認められる遺跡と、鷹山川上下流域、山稜部に

点在する小規模な石器群をともなう遺跡で構成さ

れる。

第 I遺跡M地点では「鷹山M型刃器技法」による

規格的な刃器を大量に生産する在り方が、S地点

では「鷹山S型剥片剥離技法」と呼称する素材生産

基盤を背景に大量の槍先形尖頭器を製作しており、

これらの生産された刃器 。槍先形尖頭器は他の遺

跡へ搬出されている状況が復原されている (鷹 山

遺跡群調査団編 1989、 鷹山遺跡群調査団編

1991)。 このような大規模な石器製作址と対照的

に、現地表面に黒耀石原石の分布が僅少な鷹山川

上。下流、山稜部には、石器製作の痕跡が認められ

(M

投
縣恩

争出:√

第 1図 鷹山遺跡群と主要な黒耀石原産地
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鷹山遺跡群V

第畑遺跡

剰箔鋼勝センター地点出上の石器

星糞峠黒耀石採掘址群

驀 欠

B― I調査区出土の石器

鷹
鰤

鼈

鎌

山川上流域

遺跡出上の石器

《凡例》

艤 地点遺跡 (1日 石轟 )

0地 点遺跡 (縄文)

爾 地点遺鱗 (時期不明 )

=轟
遺跡 (:日 石驀)

A 晨燿石裸禰址群

華姜旧湿地

ミ 轟燿石原石の分布範囲

第 I遺跡

鞣謳屁
`↓

S地点出上の石器M地点出土の石器

鷹山川下流域

膨

ρ
地点遺跡出土の石器

0 Scm
|#

0 10cm

第 2図 鷹山遺跡群の l・X成
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I 鷹山遺跡群と黒耀石採掘址群

調査年次 調査の歩み 調査主体 文献

1955
鷹山で旧石器時代遺跡を発見。

地元研究家児玉司農武氏、鷹山を学会に報告す。
児玉司農武 児玉1961

第 I遺跡の試堀調査 信州ローム研究会

割橋遺跡の発掘調査 藤森栄一 。中村龍雄 藤森・中村1962

第 I遺跡 (第 一地点)の発掘調査 尖石考古館 児玉・宮坂1964

第 I遺跡 (第一地点)の第 2次調査 尖石考古館 宮坂・児玉・官坂1965

第 I遺跡 (第 Ⅱ遺跡)の発掘調査 尖石考古館

官坂 。宮坂1966

宮坂・富坂1970

官坂 。宮坂1971

1976 第Ⅶ遺跡の発掘調査 中村龍雄・児玉断・児玉修
中村1978

中本す1979

第Ⅶ遺跡の発掘調査 森嶋稔 森山1984

第Ⅵ遺跡の発掘調査 森1鳴稔

第 I遺跡M地′点の発掘調査 (旧石器)。

石刃 (刃器状剥片)の製作址を発掘。
鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群 I』 1989

1986

1987

湿地部周辺の詳細分布調査 (一次・二次調査)。

黒耀石を包含する湿地部周辺に11ケ 所の遺跡を

確認。その他、星糞峠の踏査で「凹み地形」を確

認。湿地部でも黒耀石原石の包含状況を調査。

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群 I』 1989

1989

第 I遺跡S地点の発掘調査 (1日 石器)。

槍先形尖頭器の製作址を発掘。黒耀石原石の搬入

から製作まで行つた作業場。

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅱ』1991

追分遺跡の試堀調査 長門町教育委員会

広域分布調査 (1次 )

星糞1峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第 1号採掘址

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅲ』1999

広域分布調査 (2次 )

星糞峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第 1号採掘址

星糞峠黒耀石採掘址群の測量調査 (1次 )

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅲ』1999

広域分布調査 (3次 )

星糞峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第 1号採掘l■ (縄文)

鷹山遺跡群調査団

安蒜・刀ヽ杉1993

/1ヽ杉1994

『鷹山遺跡群Ⅲ』1999

星糞峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第 1号採掘址 (縄文)

鷹山遺跡群調査団

鷹止1遺跡群調査団1994

小杉1995

『鷹山遺跡群Ⅲ』1999

星糞峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第39号採掘址 (旧石器～縄文)

星糞峠主要調査区

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅳ』2000

1996

星糞峠黒耀石採掘址群の発掘調査

第39採掘址 (旧 石器～縄文 )

星糞峠主要調査区 (縄文)

星糞峠一帯でのボーリング調査

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅳ』2000

追分遺跡の発掘調査 長門町教育委員会 大竹1997

星糞1庁黒耀石採掘址群の発掘調査

星糞峠主要調査区の発掘調査 (縄文)

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅳ』2000

害1橋遺跡の発掘調査 長門町教育委員会 大竹1998

星糞峠黒耀石採掘址群の測量調査 (3次 ) 鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群 V』 2001

追分遺跡の発掘調査 長門町教育委員会 三木・勝見1999

1999 星糞峠黒耀石採掘址群の測量調査 (4次 ) 鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群V』 2001

鷹山Ⅲ遺跡黒耀石研究センター地′点の発掘調査 (旧

石器)。

3ケ 所の石器ブロツクを検出。始良Tn火山灰を

確認。石器群はその上位から出土。

鷹山遺跡群調査団 『鷹山遺跡群Ⅵ』2001

1961-83年 までの鷹山遺跡群の各遺跡名は「鷹山遺跡群 I」 にもとづいて統一した。 ( )内 は報告時の名称

表 1 鷹山遺跡群における調査とIJI究の歩み
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鷹曲遺跡群V

ない小規模な地点遺跡が認められ、石器製作以外

に活動目的の指向があった遺跡である。鷹山黒耀

石原産地遺跡群は、湿地部の豊富な黒耀石原石を

原材料 として多量の黒耀石製石器を集中的に製作

する遺跡群の性格 とともに、日常生活の場として

の遺跡群の性格 もあわせ持って展開しているもの

と理解されるのである (第 2図 )。 一方、鷹山川と

大門川の合流点に位置する追分遺跡群は、鷹曲黒

耀石原産地遺跡群の東端、盆地状地形の開田部で

あり、周辺地域との接点となる位置を占め、黒耀石

石器の流通ルー トの中継的な拠点となっていると

も推測される (大竹 1997)。

星糞峠黒耀石採掘址群の概要

採掘址群については、1991年度に実施された広

域分布調査で、星糞峠鞍部から虫倉山西側斜面に

ひろがる凹み状地形 と多量の黒耀石片の散布が確

認されたため、それが人為的なものであるかどう

かその性状の把握を目的として、第 1号採掘址と

現在呼ばれている凹み状地形のひとつに トレンチ

を設け、地表面下の状況を確認 した (表 1)。 トレ

ンチ調査では、山体斜面とは逆方向の傾斜でもっ

てレンズ状に堆積する土層が、黒色土・褐色土・白

色粘土など互層状に堆積 しているという観察所見

が得 られた。さらに土層中に多量の黒耀石片とと

もに縄文時代後期加曽利Bl式土器などが確認さ

れため、これらの凹み状地形が、人為的に掘 り込ま

れた縄文時代における黒耀石の採掘行為の痕跡で

あることが半J明 したのである (鷹 山遺跡群調査団

編 1999)。 同時に、自色粘土に含まれる黒耀石の

鉱脈をめざした、数十の「竪坑」が、一つの採掘址

において切 り合い関係をもって重複 し、斜面上方

への掘削と、排土の下方への廃棄によって竪坑群

を埋める覆土が複数の層群をなす、採掘址におけ

る堆積構造の基本的な在 り方が復原された (鷹 山

遺跡群調査団 1994、 小杉 1995)。

こうした成果を受け、斜面地表における「肱掛け

椅子状」「橘 り鉢状」とも形容 し得る地形的な起伏

をもつ「採掘址」を記録するため、1992年 と1993

年度には、虫倉山斜面部において、測量調査が実施

された (第 3図 )。

1992年 の第 1次測量調査は、10月 28日 ～ 11月

7日 の期間で行なわれ、第 1号採掘址から星糞峠

佃1へかけての低標高部における比較的緩やかな斜

面部を淑1量対象とした。翌 93年度の第 2次測量調

査は、9月 1日 ～9月 15日 の期間で行なわれ、第

1号採掘址より高標高部の、虫倉山頂へ続 く尾根

取 り付 き部へいたる、急斜面部を調査対象とした。

東西300m、 南北 150mの範囲を測量した結果、標

高 1,480～ 1,550mま での比高差70mの 間に、80基

以上の採掘址が、互いに重なり合うようにして分

布 していることが明らかとなった (鷹 山遺跡群調

査団 1994。 1999)。

その後、より星糞峠鞍部に近 く微地形的には起

伏の小さい第 39号採掘址の調査 (1995。 96年度 )

で、現地表面から掘削最下底面まで約 3mあ る竪

坑群の切 り合い関係を、 トレンチセクションで確

認 し、竪坑群の平面的な規模 も把握 した。地表面の

起伏の小ささが、必ずしも採掘活動 (竪坑)の小規

模さを反映するわけではなかったのである。

このことは、1997年度に採掘址と認めうる地形

の特徴がない星糞峠鞍部の平坦部で、はじめて、一

つの竪坑の約2/3の 面積を平面発掘することに成功

したことで再確認された。この01号竪坑は、斜面

部で観察できるような採掘址的な微地形の特徴を

もたず、肉眼では採掘址の存在が不分明な星糞峠

鞍部に位置 している。星糞l中鞍部に設定された主

要調査区での発掘調査 (1995～ 1997年 度)の結果、

01号竪坑が、推定最大長径約 6mの不整円形を呈

する竪坑で、推定掘込み面から幾つかの段を形成

しつつ、原石を包含する鉱脈と考えられるローム

層を掘削 していることが半J明 した。掘削の最下底

面までは、現地表面から約 2.5mの深さがある。01

号竪坑の覆土からは、縄文時代草創期後半の土器

片が出土 しており、黒耀石の採掘に係わる竪坑の

掘削と、周辺に展開する採掘原石加工場の形成と
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が、縄文時代草創期に遡る可能性は高い (鷹 山遺跡

群調査団編 2000)。

また、採掘llL群の分布範囲が星糞峠鞍部へひろ

がることは、主要調査区での発掘調査に限らず、次

節で詳述する 1998年 度の試掘調査 をは じめ、

1995年度の鞍部北端に設置 した試掘坑の調査や

1996年度のハンドオーガーによるボーリング調

I 鷹曲遺跡群と黒耀石採掘址群

査、1997年度の01号竪坑の調査などで確かめられ

ている (鷹 山遺跡群調査団編 2000)。

1995～ 1997年度の調査成果から、採掘址群の

確定的な分布範囲の把握が急務 となり、第 3次測

量調査 (1998年度)お よび第 4次測量調査 (1999

年度)が実施されたのである (第 3図 )。

(高城大輔 )

調査の方法

測量に先立って、測量対象となる虫倉山西側斜

面から星糞峠にいたる範囲を踏査 した。地形を観

察 しながら新たに採掘址を確認 し、黒耀石採掘址

群の広が りを押さえた。その際の「採掘址」の認定

基準としては、第Ⅱ章で述べられるような、採掘址

の微地形的な特徴を共有 しているかどうかをもと

にしている。

1998・ 1999年度の調査区は、1992・ 1993年 度

の既測量調査区の周囲にあたり、その地形の在 り

方は多様である。いいかえれば、採掘址群そのもの

も、多様な地形から成 り立っているということが

できる。地形区分については後述するとして、98・

99年度の測量実施にあたつては、測量調査区を使

宜的に4つ に区割 りした。既測量区のほぼ中央に

位置する第 1号採掘址からみて、南西偶1は調査区

(イ )、 北西側は調査区 (口 )、 北東側は調査区 (ハ )、

南東佃1は調査区 (二)と し、測量は調査区単位で

行った (第 3図 )。 その後、各測量調査区の図面を

既測量図面と整合させる作業を行った。

実際の測量作業では、92・ 93年度測量時の基準

点を中心に、測量範囲内の各所に基準点を設け、ト

ラバース沢1量 を行って骨組みを作 り、これらの基

準点を含む小範囲を平板測量 して、それらを組み

合わせる、という方法を採用 した。トラバース測量

においての基準点は、国家座標軸霧ケ峰第Ⅷ系に

もとづ く値 として抽出されるため、1992・ 1993年

度、および 1998。 1999年度の測量データを、国土

2 調査の経過 と方法

地理院の定める地図上へ位置付けることが可能で

ある (第 3図 )。

測量実淑1の縮尺は100分 1と し、企ての地形を20

cmコ ンターで測量 した。採掘址の形状を正確に図

化することを目的としたためである。

第 3次測量調査 (1998年度)

1998年度の第二次測量調査では、1995。 96年

度に実施 した第39号採掘址の発掘調査で得 られた

経験と成果 (鷹 山遺跡群調査団編2000)を もとに、

まず、採掘址そのものの形として微地形的な起伏

が顕著ではないものの分布を踏査により確認 した。

その際、一部で試掘調査を行い、起伏 として極めて

わずかながら採掘址と認定 した地形が、本来の採

掘活動の痕跡であるのかどうか、地下構造を確認

した (TP98-1・ 2・ 3)。 こうした踏査をふまえた上

で、星糞峠採掘跡群の広が りについて確定的な範

囲を得るため、過去二回行なわれた測量範囲の周

囲を測量対象 とした (第 3図 )。

調査は1998年 8月 6日 から9月 17日 にかけて行

われた。8月 6日 から8月 21日 は、測量範囲の革

刈 りなどの事前準備に当てられた。演1量調査は、8

月24日 から9月 14日 までを測量調査期間とした。

8月 25日 に測量対象範囲を踏査 し、80数基の採掘

址を新規に認定 した。翌 26日 より平板測量班 。ト

ラバース測量班を編成 し、それぞれ並行 して作業

を行った。

トラバース測量は、各調査区で基準杭の設置・源1

量を8月 26～ 28日 に行い、8月 31日 、 9月 8日

-13-



鷹 lll遺跡群V

名
は

ミ

a
ヽ

-25.5/

TP98-4:

TP98-3

饗

/  1′ ｀

C― TP l

各点 (  )は 第 7図に対応。

国家座標 (X,Y)は 以下の通 り。

A. +16.500,-25.650

B。 +16.650,-25.800

C. +16.500,-25.800

D。 +16.650,-25.650

多型鼻調査区ダ

(1992～ 1995ニ

笏
動̈
■ 剛轟基占1`

(1998).

N( rggs- rggg)

彫
第 39号採掘址

ノ
〆・・      ~

測量調査区イ

fギ≧坑ヒメ1995～ 1996
ノ (196む～RЮ 7)′ ノ4″

(1998～ 1999)

第 3図 年次別測量調査範囲と国家座標軸
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第 4図  採掘址群の分布
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および 12日 に補足測量を行った。平板測量は、新

たに認定した採掘址の分布する調査区 (二 )よ り開

始 し、9月 1日 より、調査区 (イ )(二 )の各調査

区に分かれて実施 した。

また9月 1日 ～4日 の 4日 間、調査区 (口 )を 中

心に、TP98… 1・ 2・ 3・ 4の四ケ所の試掘坑を設け、

調査区一帯に分布する浅い凹み状地形の性状を確

認 した。その結果、この微地形的起伏の小さい凹み

状地形が採掘址であることを確認 したため、調査

区 (口 )の測量調査を開始した。

総計採掘址 195基の採掘址群の分布範囲をほぼ

把握することができた (第 4図 )。 しかし、星糞峠

鞍部や虫倉山斜面最上部など、一部の測量調査を

残 した。

また、TP98-1・ 2の ニケ所の試掘坑より、採掘に

よる排土の堆積の下位にあり採掘行為の影響を受

けていないと考えられるローム層中から後期旧石

器時代の遺物がまとまって検出された。これらの

資料は、鷹山黒耀石原産地遺跡群の中にあつて、最

も標高の高い星糞峠での旧石器時代における黒耀

石利用のあり方を解明する一つの手掛か りとなる

だろう (Ⅱ 章 3を 参照)。

第 4次測量調査 (1999年 度 )

1999年 度の第 4次測量調査は、採掘址群の範囲

を確認 し、それとともに採掘址群とその周囲の地

形的特徴を踏まえた全体の景観を把握する目的で、

調査範囲を設定した。

測量調査は1999年 8月 3日 ～ 8月 12日 にかけて

行なわれた。8月 3日 に調査範囲の確認を行い、翌

4日 より星糞峠鞍部の調査区 (イ )、 傾斜変換部の

調査区 (口 )、 急斜面部にあたる調査区 (ハ )の各

調査区に分かれて測量を開始 した。8日 に、調査区

(ハ )の標高 1,590m～ 1,550mに かけて広がる斜面

部にTP99-1試 掘坑を設けて土層堆積状況を確認 し

たが、採掘址に特徴的な堆積は認められなかった。

測量調査は 11日 に各調査区とも全て完了した。

採掘址群とその周囲の地形的特徴を含んだ測量

範囲は、星糞峠鞍部の標高 1,476m～ 虫倉山崖線付

近の 1,559。 8mであり、比高差は 83.8mに およぶ。

周辺の地形的な特徴 とともに星糞峠鞍部から虫倉

山斜面に展開する採掘址群の範囲、標高 1,479m～

1,550mを確定範囲とした。採掘址群の範囲は面積

にして約45,000ぽ以上におよぶ。

その後、1992年～1993年及び1998年の測量図と

今年度の測量図の図面接合が完了し、国土地理院

の定める地図上へ採掘址群の範囲を位置付けるこ

とが可能となった。 (高城)

写真 1 採掘址群の遠景 (西 から望む)
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Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広が りと地下構造

1 黒耀石採掘址の地形的な特徴 と類澱

黒耀石採掘址とは

採掘tlL群のひろがり

本報告書の目的は、長野県小県郡長F5町 に所在

する鷹山黒耀石原産地遺跡群の一角に形成された、

星糞峠縄文時代黒耀石採掘址群 (黒耀石採掘鉱山)

の全体像を、 4次 にわたる測量調査の成果にもと

づいて復原することである。鷹山遺跡群における

1991年 度以降の調査 と研究の結果、同遺跡群の一

角に位置する星糞峠の鞍部から東に広がる虫倉山

稜線取 り付 き部にかけての、標高1,479mか ら1,550

mに わたり山体斜面に展開する星糞峠黒耀石採掘

址群の実態が少 しづつ明らかになろうとしている

(鷹 山遺跡群調査団 1994、 安蒜・島田 1999、 鷹

山遺跡群調査団編 1999・ 2000)。 これまでの測量

調査の結果、採掘址の総数は195基 そして採掘址群

の総面積は約45,000ポ以上に達することが判明し

た (第 7・ 8図 )。

採掘址群に対する調査と研究の方針としてこれ

まで、①全面的な測量調査を行い、遺跡の範囲と景

観を把握する測量調査と、②採掘址の地下構造を

把握し採掘活動を復原するための発掘調査および

目的的な試掘調査とを並行して実施してきた。い

わば採掘址群の全体像をマクロな視点で観察し、

同時に発掘・試掘調査というミクロな視点から採

掘址群の形成過程を復原するという相互に関連し

あう二つの観点である。

ところで、「採掘址」とは虫倉山斜面を歩く誰も

が気がつくだろう径数mの 剛寸掛け椅子」あるいは

「橘り鉢」形 (鷹山遺跡群調査団 1994)に みえる

径数mの地形の起伏をさしている。なぜ、そのよう

な地表の起伏を先史時代における採掘活動の痕跡

とみなすことができるのか。それは、前章でも述べ

たように、1991年度から94年度にかけて第 1号

採掘址の発掘調査を実施 し、いわゆる「凹み地形」

が縄文時代における黒耀石採掘活動の痕跡であつ

たことが判明したからであった (鷹 山遺跡群調査

団編 1999)。 その後、第 39号採掘址、星糞峠主

要調査区におけるol号竪坑の発掘調査をへて、採

掘址の地下構造 (竪坑の切 り合いと覆土の堆積構

造)や 、採掘活動に係わる掘削手順、竪坑の立体的

な形状、採掘対象となった黒耀石鉱脈の一端が明

らかになってきている (鷹 山遺跡群調査団編

2000)。

採掘址とは

本節では、その成果をふまえ、採掘址と呼ぶ個々

の微地形的なまとまりが、どのような成 り立ちを

もっているのか、その上で採掘址の形状に何 らか

の共通性と差違があるのか、すなわち採掘址形状

を類型的に把握することを試みる。次に、現在まで

の発掘調査にもとづ く採掘址の地下構造にかかわ

る所見と地表面に展開する採掘址形状 との関係を

概観する。そして、4次にわたる測量調査で半J明 し

た星糞峠黒耀石採掘址群の広が りを理解 しやす く

するための地形区分を行いたい。

中部高地黒耀石原産地帯における先史時代の黒

耀石採掘址 (群)の研究は、大正時代に星ヶ塔を踏

査 した鳥居龍蔵の記録にはじまり (鳥居 1924)、

藤森栄一。中村龍雄による調査 (藤森。中村 1962)

が著名である。しかし、以後 30数年にわたり、黒

耀石採掘址 (群 )の研究は発掘調査と測量調査によ

る組織的な調査研究をみない、いわば空白期間を

過ごしてきた。そして近年、この鷹山遺跡群だけで

なく星ヶ塔周辺での「凹み群」の踏査および採掘排

土の堆積が確認され (宮坂 1999)、 新たな研究の

展開を迎えようとしている。

こうした時、まず採掘址を地表面での成 り立ち

として観察 し、共通 して語 り合えるような理解の
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仕方が必要であると思う。特に、いくつかの原産地

で採掘址群が新たに発見される可能性の高い現在、

今後の比較研究を行 う上でも、どんな観′点から採

掘址の形状を観察 して類型化 して捉えてい くか、

これは採掘址群の考古学的研究において避けて通

ることのできない基礎的な問題である。

本報告書でいう「採掘址」とは、いくつかの微地

形的な特徴により構成されている一連の地形単位

を指 している。すると、単なる地形的な表象に「採

掘」という行為が反映しているかどうかの判定が

問題 となる。私達は本書で述べるように、星糞峠黒

耀石採据址群は類型的に区別できるいくつかの種

類の採掘址から構成されていると判断している。

この場合、「採掘址」という認識の背景として私達

がもっているのは、これまでの星糞峠黒耀石採掘

址群の発掘調査にもとづき、複数回の竪坑の掘削

と採掘による排土の移動そして再堆積が、それら

類型的な採掘址形状の形成に関与 しているという、

いくつかの具体的な事例である (第 1号採掘址、第

39号採掘址、01号竪坑、TP98-1・ 2・ 3・ 4、 星糞

峠主要調査区および周辺でのボーリング調査にも

とづ く星糞峠鞍部の地下構造)。 採掘址の形状と地

下構造との現段階で判明している関係については、

後述する。

採掘址の形状と類型

採掘址の形状

測量過程での地表面の観察および作成した測量

実測図から、採掘址と認定できる地形の起伏は、コ

ンターの示す次のような構成要素から成り立って

いることが分かった。それらは採掘址の形状を作

り上げるいわば「地形要素」である (第 5図 )。

星糞峠黒耀石採掘址群の場合、採掘址群は斜面

部を中心に展開している。すると、採掘址の斜面上

方には「上端 (う わば)」 の盛り上がりが、対する

斜面下方には「下端 (し たば)」 の盛り上がりがあ

ることに気がつく。典型的な例では、それぞれは土

手状に顕著に起伏し密集したコンターの集合で表

第5図 採掘址の地形要素

現される。上端から採掘址の両翼に展開する「尾根

状微地形」は、採掘址の描り鉢状の形状を特に印象

付けている。また、上端の土手状の高まりは、これ

をいわば谷頭として「谷状微地形」が発達し「テラ

ス部」に連続することで、より顕著に印象付けられ

る。コンターにあらわれる採掘址の凹み部だ。谷状

微地形から下端の間には、やや間隔のあいたコン

ター群で示される「テラス部」が形成されている。

このように、採掘址の形状は、コンターに表現さ

れる各地形要素の集合として成り立つことが理解

できた。これによって、採掘址各々の形状を共通の

観点から観察することもできるようになった。そ

こで次に、一見それぞれ個性的にみえる採掘址の

形状を、地形要素の観点から類型的に捉えなおし

てみよう。

コンターにあらわれる「上端」「下端」「尾根状微

地形」「谷状微地形」「テラス部」が一つの採掘址全

体の形状を構成していた。しかし、地形要素は、各

採掘址で一様な在り方をしているのだろうか。そ

うではなく、沢1量図を観察すると大きく三つに区

分される類型的な採掘址の形状があることが分か

る。表 2に示した類型 I・ Ⅱ・Ⅲの採掘址形状がそ

れである。加えて、コンターにあらわれにくい採掘

活動の痕跡も星糞峠鞍部で確認されている。
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類型の特覆
週丞量生髪至

の類型
類型  | 類型 ‖ 類型  |||

採掘址の徴地形的な特徴

広く深いテラス部が形成され、谷状微

地形が発達する。したがって、上端の

高まりは顕著であり、尾根状微地形も

発達している。テラス部から続く下端

の高まりも非常に発達している。

採掘址を構成する上端、下端は比較的明

llX。 尾根状微地形やテラス部は形成され

るものの、類型 Iと 比較し顕著な上端の

高まりを形成する谷状微地形は発達しな

い。

採掘址の上端がコンター上認められる

ものの、発達はしていない。僅かなテ

ラス部が形成されても、下端との区別

はつかない。尾根状・谷状微地形を肉

眼で確認することは困難。

分布の特徴

採掘址群の広がりの中心部に分布する

傾向がある。

散漫に分布する場合と、密集し連続して

分布する場合とがある。

採掘址群の広がりの縁辺に連続して分

布する傾向があり、同時に類型 1と Ⅱ

の間隙を埋めるように分布する。

llt接 する採掘址との関連

一見、類型 Iはお互いに間隔をおくよ

うにみえるが、相互の微地形的な構成

は連続的である。採掘址の上端・下端

の高まりおよび尾根状微地形がt相互

に接する採掘址のそれぞれによって形

成されている例が多い。

類型Ⅱが密集する場合、採掘址の上端・

下端は、相互に接する採掘址の上端・下

端によって形成されている。

採掘址が連続した場合でも、類型Ⅲの

下端が形成されることはない。

当該類型が形成する地形の特徴

急斜面部から傾斜変換部および緩斜面
を形成する。急斜面部から傾斜変換部
の一帯に特に集中する。顕著な地形の

起伏を形成する。

急斜面部と緩斜面部を形成する。前者の

場合、採掘址は密集し斜面に雛壇状の段

が形成される。後者の場合、採掘址は分

散する傾向があるが、やはり斜面に雛壇

状の地形を形成する。

傾斜変換部に平坦面を形成し、急斜面

部および緩斜面部の縁辺を主に形成し

ている。形成する地形の起伏は極めて

緩やかである。

コンター模式図

代表的な採掘址 1号、10号、11号、33号、43号等 35号、36号、51号、52号、53号等 39号、 107号、 108号、 85号、 123号等

上端とテラス部の深さ

(採掘址の規模)

深 い (大 ) 浅 い

採掘llLの 類型

類型 Iと した採掘址は、上記の地形構成要素が

コンター上それぞれ最 も発達 していることが示さ

れている一群である。他の類型に比べ起伏が大 き

く、上端からテラス部にかけて、より深 く谷状微地

形が形成されている (表 2)。 代表的な例をあげる

と、第 1号採掘址、第10号採掘址、第11号採掘址、

第33号採掘址、第43号採掘址などが該当する。ま

た、第 15図 にある第 1号採掘址と第 5号採掘址に

みるように、地形要素は、隣接する類型 Iで相互に

共有される場合が多い。例えば、第 1号 と第 5号採

掘址 とでは、第 5号採掘址の下端は第 1号採掘址

の上端でもある。しかしこの場合、両者の尾根状微

地形は各々固有のものが形成されてもいる。こう

した採掘址 どうしの地形的な変換の関係は、ある

種石器の切 り合い関係に似て、採掘址形成の順番

表 2 採掘tlL形状の三類型

を反映する可能性があるものとして理解すること

もできる。

類型Ⅱは、上端・下端、尾根状微地形、谷状微地

形、テラス部が、地表面の観察でもコンター上でも

比較的明瞭に認められる一群である。しかし、類型

Iほ どにはそれぞれの地形構成要素は発達 してい

ない (表 2)。 類型 Iと 類型Ⅱの採掘址形状は、中

間的な形状をはさんで推移的に変化 していくとい

うものでなく、現地での地形観察にもとづ くと表

2の コンター模式図にもあるように、各地形要素

の発達の度合いには両者に隔絶の格差がある。表

2における類型 Iと 類型 Ⅱの採掘址のコンターを

それぞれ比較すると、あたかも、類型 Iの コンター

をまとめて横方向に急激に問延びさせると、類型

Ⅱのコンターに変容するかのような様子がみてと

れる。代表的な例としては第35号採掘址、第36号
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採掘址、第 51号採掘址、第 52号採掘址(第 53号

採掘址などが該当する (第 13図参照)。

これに対 して、類型Ⅲの採掘址形状は、地形構成

要素を示すコンターがきわめて緩やかな曲線を描

き、ついに類型Ⅲでは、採掘址の下端がコンター上

で確認できなくなる (表 2)。 類型Ⅲの形状をもつ

採掘址は、かろうじて上端についてのわずかな起

伏 しかもたず、尾根状微地形は斜面地表における

若干の「うねり」としてコンター上にあらわれてく

る。特に、星糞峠鞍部では、もはや個々の採掘址を

肉眼で識別することはできなくなる。代表的な例

としては第39号採掘址、第107号採掘址、第108号

採掘址、第 123号採掘址などが該当する (第 13図

参照)。

また、星糞峠主要調査区などでの発掘調査によ

れば、竪坑の検出によってはじめて把握される採

掘址の存在を忘れてはならない。コンターの起伏

にはあらわれない類型Ⅳの採掘l■ としてお く。

採掘址の地下構造

第 1号採掘址の発掘調査の結果、一つの採掘址

の地下には複数の竪掘 り穴が掘 られていることが

判明した。それも、相互に切 り合い、竪掘 り穴の埋

没と掘削が採掘時期をずらして複数回くり返され

ていたのである。確認できた限りでそうした竪穴

は黒耀石の包含層にまで達 していた。それらの竪

穴を「竪坑」と呼んでいる。竪坑の単位 と切 り合い

関係は、竪坑覆土どうしの不整合面で復原するこ

とができる。そして、竪坑が達 している白色の粘土

層は、黒耀石原石を含む層 (黒耀石鉱脈)であるこ

とを確認 した。第 1号採掘址地下に堆積 している

覆土中にも、掘削で投棄されたそれら鉱脈の白色

粘上がところどころレンズ状に堆積 していること

を調査区セクシヨンで確認 している。

しかしながら、白色粘土層 (鉱脈)に いたるまで

の一次的な自然堆積層を第 1号採掘址調査区内で

確認することはできなかった。いいかえれば、調査

区内はすべて竪坑の覆土すなわち二次堆積層であ

り、同時に第 1号採掘址の形成に係わる一作業単

位 ともいうべ き地下に穿たれた竪坑の数を確定す

ることもできなかった。

各々の採掘址の形状を作 りあげる地形要素は、

こうした竪坑 (群 )の掘削と既掘坑への採掘排土の

堆積によつて説明されている (鷹 山遺跡群調査団

1994)。 採掘址をつ くった採掘排上の堆積は、し

かし必ずしも一律な性質のものでなく、投棄のよ

うな急速な堆積状況、斜面地形での自然流入、凹地

での水成堆積など堆積の要因や相対的な堆積速度

が多様であることが、セクションの観察から判明

している (鷹山遺跡群調査団編 1999)。

先ほどの採掘址形状の三つの類型 (形状のない

類型Ⅳをいれれば四つ)は 、いいかえれば採掘址の

起伏の大きさの違いである。すると、起伏の大きな

採掘址と小さなそれとでは、地下に埋没 している

竪坑の大きさや数、また採掘の深さなどの違いを

あらわしているのだろうか。これまでの採掘址に

対する発掘調査の成果からは、必ずしも採掘址の

起伏の程度が、採掘活動の規模の程度と比例 して

いるわけではないことが示唆されている。この点

については、実際の測量結果と第 39号採掘址を代

表 とする発掘調査成果 (鷹 山遺跡群調査団編

2000)と を後ほど比較しながら実例に即 して紹介

することにする。

ところで、竪坑の形状と採掘作業の実際はどの

ようなものであったのか。星糞峠鞍部に位置する

01号竪坑の発掘では、竪坑の形状をそのままに復

原発掘することを目的とした。その結果、01号竪

坑は、各々大きさの異なる三段の竪穴カリ瞑次掘削

されることで黒耀石鉱脈に達 していることが判明

した。推定長径約 6mの だ円形の竪穴が一段目の

竪穴。次の二段目はより小規模な竪穴を穿つ。そし

て人が一人活動できる程度の三段目の竪穴で黒耀

石鉱脈に到達 している。竪坑最下底部までは、現在

の地表面から約2.5m。 01号竪坑で確認された鉱脈

は、第 1号採掘址とは異なり、黄褐色ローム層中に

含まれる黒耀石原石だつた。竪穴の段掘 りにもと
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づ く竪坑の掘削、および採掘対象の黒耀石原石が

黄褐色ローム層中に包含されていることなどの特

徴は、第39号採掘址の トレンチ調査でも確認され

ている。01号竪坑の三段目の竪穴では、さらに竪

穴佃1面方向に奥行 き約 lm程度の横穴が掘 られ、

黒耀石採掘の最前線の様子がうかがえる (鷹山遺

跡群調査団編 2000)。

これまでに判明した採掘址の地下構造について、

主だった事柄をまとめてみた。

採掘址群の地形区分

地形の区分について

これまで、まず地形観察と測量調査によって判

明した採掘址群の規模をとらえた。そして、採掘址

の個々の形状を、地形測量結果にもとづいて三つ

に類型化 してとらえることを試みた。そのうえで、

現段階で判明している採掘址の地下構造について、

採掘址が竪坑と採掘排土が主たる構成物となるそ

の覆土からなっていること、黒耀石鉱脈の異なっ

た状況、現在わかっている竪坑の基本的な構造の

三点について概要を述べた。

これをうけ、以下の節では、採掘址群の分布 と広

がりについて記述 していく。その前に、まずは採掘

址群の全体的な広が りを地形に応 じてに四つに区

分 しよう。そして、区分 した地形ごとに、先に類型

化 した採掘址群の分布の様子を概観 してみよう。

ついでⅢ章では、地形区分ごとに記述 した採掘址

群の広が りを全体的な構成として復原 しなおして

みよう。その際には、鷹山遺跡群全体における石器

時代資源としての黒耀石の具体的な産状に採掘址

群の立地:を 位置付ける試みも行う。

採掘址群が立地する地形は、あくまで便宜的な

区分ではあるが、標高の低いほうから順に、①「星

糞峠鞍部」、②星糞峠鞍部の平坦部から中腹にいた

る「緩斜面部」(標高約 1498m付近まで)、 ③緩斜

面部と虫倉山稜線へ至る急斜面部との境にあたる

「傾斜変換部」とこれに接した虫倉谷谷頭部 (標高

約1,498m前後から1,505m付近まで)、 ④それより高

位にあたる「急斜面部」(標高約 1,505m以上)、 の四

つに大きく区分できる (第 6図 )。 それぞれの地形で

も説明するように①の星糞峠鞍部はさらにいくつか

の地形の集まりととらえることができ、②の緩斜面

部は採掘址の分布のオ評 などから南半部と北半部に

区分することになる。

星糞1中鞍部では、これまで星糞峠主要調査区で縄

文時代草倉1期の原石採掘場 (01号竪坑ほか)と採掘

原石の一次加工場を調査している (鷹 山遺跡群調査

団編 2000)。 そして、本採掘址群発見の契機とも

なった第 1号採掘址は、傾斜変換部に位置すること

になる。                 .
区分けした地形のそれぞれの南側では、星糞峠直

下の湿地部に黒耀石原石を供給したと推測している

星糞谷、虫倉谷の二つの谷が採掘址群に接している。

なお、類型別の採掘址の分布については、第27

図を参照されたい。

採掘址の補助線について

以下の節にあげてある、各地形区分ごとに採掘

址の分布を示した淑1量図面には、採掘址の形状を

強調しとらえやすいようにする意味で、個々の採

掘l」 Lに補助線が付されている。補助線には二種類

の線が用いられている。まず、点線で示されている

のは、個々の採掘址を他のものと区別する補助線

である。それぞれに固有の地形要素を強調してあ

る。「採掘址」というものの具体的なイメージであ

る。次に、実線で示されている補助線は、個々の採

掘址が、隣接する他の採掘址と共有している地形

要素を強調している。Ⅲ章で述べるように、実際の

採掘址は決して個々単独にあるのではなく、一連

の採掘地形の単位をなしているからである。類型

Ⅲの採掘址の場合は、後者の実線だけであらわさ

れていることが多い。一方、各地形区分において代

表的な採掘址を拡大した測量図面にある一点鎖線

の補助線は、このうち前者である。

また、掲載した測量図面は、全て20 cm間隔のコ
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Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

0             40m

第 8図 採掘址の位置

-25-



鷹山遺跡群V

星糞峠鞍部の地形と採掘址

星糞峠鞍部の地形 (第 9図 )

星糞峠黒耀石採掘址群へのアクセスは、高松山

の南斜面をトラバースして設置されている林道か

ら星糞峠を目指す。右前方に蓼科山を遠望 しなが

ら進むと、星糞峠に近づ くにつれ次第に景観が開

け、右手に虫倉山斜面の裾が広がる。そこには、先

史時代の採掘址群が今にその形を残 しながら累々

と待ち構えている (写真 2)。 峠の鞍部は南で黒耀

石崩落経路 と推定している星糞谷に接 し、北には

松沢川源流部の湿地を擁 している。一方西では、高

松山山頂へいたる斜面の取 り付 きに面 している

(写真 3)。 高松山斜面の裾には黒耀石原石や石器

群の分布はおよんでおらず、試掘調査の結果から

して現段階では採掘址 も分布 していないと判断し

ている (鷹 山遺跡群調査団編 2000)。

星糞峠鞍部で本当に平坦な場所は、星糞谷の谷

頭に接する一部だけである。現在は林道盛 り土の

下である。それよりも北側へは、松沢川湿地部方向

へ緩やかな埋没谷地形が続 く。こうして、星糞峠鞍

部と呼ぶ一帯が、西は高松山斜面裾部、南は星糞

谷、北は松沢川湿地部への埋没谷地形、そして東は

虫倉山斜面裾部 という四つの微地形が交錯 した場

所であることがわかる。

写真3 星糞峠鞍部での測量風景

そして、採掘活動の対象となった区域は、そのう

ち星糞谷谷頭部から埋没谷地形にかけての一帯と、

虫倉山斜面裾部より上方ということになる。とこ

ろが、星糞峠鞍部では、明確な採掘址が地表面で確

認できない。第 4図の星糞峠には、都合 3ケ所の採

掘址が ドットされているが、これらは発掘調査な

どで確認された竪坑を指 している。試掘坑 1で断

面確認された竪坑群、主要調査区の01号竪坑とA

lグ リッド深堀区で断面確認された竪坑が相当す

る。加えて、竪坑再利用施設と判断される主要調査

区の 2号遺構をあらたにカウントしてもよい (鷹

山遺跡群調査団編 2000を参照)。 これらは、前節

で類型Ⅳとし、その他の類型 とは区別 した一群に

含まれるが、当然のことながら星糞峠鞍部におけ

る「採掘址」の実数を反映したものではないし、ま

た、「竪坑」の実数を反映したものでもない。少な

くとも、鞍部から虫倉山斜面裾部にかけての第 39

号採掘址を代表とする類型Ⅲの採掘址群の出現で、

ようやく採掘址が視認できるようになる。

星糞峠鞍部の地下構造

星糞峠鞍部にかかわる考古学的な状況を整理 し

よう (鷹山遺跡群調査団編 2000)。 まず、地表面

には埋没谷地形を中心に黒耀石製石器群の濃密な

分布が認められる。そして、峠の地下構造は、地表

から深さ 1～ 3mに達する採掘による排土などの

2 星糞峠黒耀石採掘址群の広が り

写真 2 星糞峠鞍部 (南方より)
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e=試掘坑3

f=TP98-1

g=c―TPl

再堆積層で構成されている。これら人為的な再堆

積層は、林道むこうの松沢川源流部そして高松山

裾部にはおよんでいない。同時に、これら再堆積層

は01号竪坑に代表される竪坑群、そして各竪穴状

遺構群の覆土でもあり、両極剥離技術を特徴とす

る膨大な黒耀石製石器群および多孔台石、ハ ン

マース トーンといった加工具からなる採掘原石の

一次的な加工場址の包含層でもある。ただし、1号

遺構覆土のように自然堆積と判断される埋没要因

も確認されてはいる。次に、地山ローム層は黒耀石

原石を包含 し、一帯での採掘活動対象となった鉱

脈と考えられる。01号竪坑のセクシヨンから判断

する限り、ローム層の表面は近接 した竪坑群の掘

削により複雑な凹凸をなしていると推測される。

さらに、少なくとも第39号採掘址の形成にかかわ

る竪坑群の掘削で掘 り残された鉱脈と同レベルに、

後期旧石器時代石器群の包含層があることが確認

された。これらを総合すると、いま現在の星糞峠を

なす埋没谷地形は、かっての採掘活動期には (縄文

時代草創期の回転縄文土器群を前後する時期と推

定 している)、 より急峻で狭院な谷地形となって広

がっていた可能性が高いのである。そして、黒耀石

原産地としての星糞峠の開発は、少なくとも後期

旧石器時代の槍先形尖頭器石器群の時期には、何

らかの形で開始されていたと判断できる。

星糞峠鞍部の代表的な採掘址

星糞峠鞍部に唯一のこされている平坦面を要と

し、北へ扇のように広がる松沢川源流湿地部へと

いたる埋没谷地形 (林道により現地で地形をとら

えるのは困難)は (第 9図 )、 その地形そのものを

採掘址として理解 した方がよい。表土以下、漸移層

からローム層へと自然堆積を確認 した C―TPlを 一

応の北限とすることができる (第 3図 )。 ここには、

星糞峠主要調査区はもとより試掘調査を実施 した

第 H6号採掘址 (次項参照)が含まれてくる。私達

は見方によつては大規模な採掘址のほんの一部に

メスを入れたに過ぎないのである。   (島 田)

緩斜面部の地形と採掘址

星糞谷の地形 (第 10図 )

緩斜面部として便宜的に区分けした区域は、南

佃1に盆地湿地部への黒耀石供給経路の一つと推測
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する星糞谷に面している。そこに類型Ⅲの第102号

採掘址などが散漫に分布 している。わずかな起伏

をもつ星糞谷谷頭に位置するこれらの採掘址が、

採掘活動にかかわって形成されたものかどうかは、

現段階では地下構造の検証までは行っていないの

で不明である。一方、緩斜面部の斜面上方に目を転

じ、コンターが密集 し谷に面 した急斜面と緩斜面

部の変換部に、類型Ⅲである第95。 96。 97・ 32・ 98。

99。 100号採掘址が分布 している。これらは、すべ

てコンターの向きから復原される下端の向きが谷

底方向を向いていることに特徴がある。

緩斜面南半部の地形 (第 10図 )

星糞谷の縁にそって分布する採掘J■の北イ員1に は、

ハ149000

0                  40m

第 10図 緩斜面部の地形と採掘址

緩斜面部における採掘址分布の本体がある。星糞

峠鞍部でも紹介した第39号採掘址を出発点にしよ

う。傾斜変換部を目指 し斜面を登ると、多様な形状

148000

111111・ ヽ
|.IC,

(Di:

1490.00ザ

a=TP98-2
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の採掘址が分布することに気が付 くが、それでも

星糞峠鞍部により近い方に等高線に沿って第 38・

191・ 192・ 190。 101号採掘址など類型Ⅲが多 く分

布 し、やや登つた中ほどで第 36・ 35・ 34号 など類

型Ⅱが目立ち、第 26・ 33号採掘址のように類型 I

もお互いに距離をおいて点々と分布 している様子

がみてとれる (写真 4)。 第26・ 33号採掘址を横目

に、印象的な第 H号採掘址を目指すなかで目に付

く100番台の採掘址は、ほとんど類型Ⅲである。そ

してより傾斜変換部に近づ くと第11号採掘址のよ

うな類型 Iと ともに 12・ 172・ 174号採掘址、第 13・

17号採掘址そして 173・ 18。 177・ 176・ 19。 94号採

掘址など類型 Ⅱや類型Ⅲが再び密集 し、傾斜変換

部の縁を固めている。いま見てきた採掘址群の一

群がひろがる斜面を緩斜面南半部としよう。この

緩斜面南半部の地表面には、黒耀石の小原石 (ズ

リ)の分布が認められる。ただし、星糞峠鞍部のよ

うな密集 した剥片・砕片類の分布はこれまで確認

していない。地表面における黒耀石の分布状況に

ついてはⅢ章で総括的にまとめられている。

緩斜面北半部の地形 (第 10図 )

さて、再び星糞峠鞍部方向に足を運び、ひるが

えって第 H8・ H7・ 109・ 108。 107号採掘址のそれ

ぞれ上端にあたるコンターの膨 らみをたどりなが

ら第 121・ 124号採掘址までさらに緩斜面部を登る

と、たどってきたラインの北倶Jと 南傾1(南半部)で

は、い くつか採掘址の分布に異なる点があること

に気が付 く。緩斜面南半部に対 して北半部では、極

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

めて浅い起伏からなる類型Ⅲの採掘址のみが散漫

に分布 している。そのなかでも第 H6・ 115。 114・

110。 107号採掘址などが鞍部側にかたよつて分布

が集中し、南半部の第 39号採掘址方面へと連なっ

ていく傾向がある。南半部の地形は全体的にコン

ターが斜面下方にむかって弓なりに張 り出し、緩

やかな尾根状の地形になっているのに対 して、北

半部は全体にフラットな斜面になっている。

さて、緩斜面北半部でコンターから読み取れる

採掘址類型Ⅲの一群は、はたして採掘址と認定 し

てもよいのだろうか。

緩斜面北半部の地下構造 (第 H・ 12図 )

すでにみてきたように、緩斜面部での採掘址の

分布の様子は、その南半部と北半部とでいくつか

の点で異なる状況をみせていた。その上で生じて

くる課題は、①類型Ⅲの採掘址が、コンターにあら

われる地表面の「ひだ」をもとに、どこまで認定の

範囲に含まれるのか、②関連して、緩斜面北半部は

採掘址群の一連の広がりの範囲に含めてよいのか

どうか、という二点である。特に②の問題は、

フィールドのなかで確認しなくてはならない課題

である。そこで 1998年度渓1量調査時に、lm× 2

m程度の試掘坑をいくつか設け、緩斜面北半部の

地下構造を検討することにした。

試掘坑はTP98-1・ 2・ 3・ 4の 合計 4基設けた。

TP98-1は 第 H6号採掘址付近、TP98-2は 第 123

号採掘址付近にそれぞれ設けた。また、TP98-3を

急斜面部の取り付き部、そして採掘址の痕跡がみ

写真 5 緩斜面部での測量風景
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TP98-1セ クシ ョン図

西壁 ゴヒ昌畜

1480m一

1479Hl ―

TP98-2セ クシ ヨン図

北壁

1492m一

1491m一

第 11図 ‐TP98-1

とめられない急斜面部に比較の意味でTP98-4を さ

らに上方に設定 した。

TP98‐1  緩やかに松沢川谷頭部に向かう第 116

号採掘址付近の緩斜面に位置 し、付近一帯の採掘

址の地形的な特徴は肉眼観察では限 りなく平坦に

近 く見える。標高は 1,480。5m。

l層 は小礫を多 く含む黒色土層で、層厚は50～

70 cmで ある。この表土層中には少量の黒耀石の小

原石 (ズ リ)が含まれている。2層 は褐色土層で 10

～ 15 cmと 薄い。3層 は褐色土とローム質上がレン

ズ状に交互に堆積する状況が認められ、層群をな

している。この層群は山体斜面とは逆の傾斜で堆

積 してお り、層厚約 50 cmと 薄いながらも竪坑覆土

に特徴的な土層堆積状況と共通 しているといえる

TP98-3セ クシ ョン図

北壁 東 壁

1504m―

0203の上層堆積

だろう。 4層 は安山岩の板状礫を含むローム質土

で、TP98-2の 3層 に類似する。

TP98-1か らは後期旧石器時代の石器群が 4層 を

中心に出上 した。槍先形尖頭器や剥片、砕片、残核、

原石などが出上 している。詳細については、3節で

報告する。

TP98‐ 2  第 123号採掘址付近に位置 している。

標高は 1,492m。

1層 は黒色土層で、土層中に黒耀石小原石 (ズ

リ)を含んでいる。層厚50～ 70 cm。 2層 は山体斜

面とは逆の傾斜でレンズ状に互層状の堆積をなす、

TP98-1の 3層 と同様の土層堆積状況である。また、

試掘坑の北面では不整合面が認められ、 2a層 と

2b層 に分けられる。後者は斜面下方へ と堆積が

《凡例》

lllEllll表 土(黒色土)

囲 褐色土

EIl採掘排土

国 採掘排土

Eコ ローム質土

Z
試掘坑

曜 心

輻

覺木 灯)
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続いている。層厚は30～ 40 cm。 2層 と下位の 3層

との境は波打ち凹凸をなしている。 3層 以下は

ローム質土で、表土から約 2mの深度までで 3つ

に分層できた。 3層 は板状礫 を多 く含む層 (約

50cm)で TP98-1の 4層 に類似する。4層 は黄色味

の強いしまりのある層 (約 50cm)、 5層 はやや砂質

のくすんだ色調を呈す層となる。

遺物は、4層 を中心として後期旧石器時代に相

当する剥片・砕片を多く出土している。詳細は3節

に譲る。

TP98-3  急斜面部の取り付きに位置する。標高

は 1504.51n。

l層 は黒色土層で層厚40～ 50cm。 2層 は層厚約

20cmの責褐色を最 し、3層 と黒色土の漸移的な層。

3層 以下はローム質土。前ニケ所の試掘坑でみら

れた黒耀石ズリは検出されていない。遺物の出土

もない。自然堆積層の状況を示 していると判断さ

れる。さらにこの上方に設定 したTP98-4の土層堆

積状況は、TP98-3と 同様の自然堆積が確認されて

いる。

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広が りと地下構造

祠
ヾ

緩斜面北半部の採掘址  採掘にともなう再堆積

土と判断される土層堆積は、TP98-1の 3層 および

TP98-2の 2層 で認められた。TP98-1の 2層褐色

土も3節で述べるように、ローム質土 との間で石

器の接合関係があることから、採掘にともなう再

堆積土と判断される。

TP98-1お よびTP98-2の いずれからも旧石器時代

石器群以外に、縄文土器などの出土は確認できな

かった。旧石器時代の採掘活動の有無を含め採掘

活動の時期の特定は今後の課題である。

第116号採掘址、第123号採掘址としてコンター

の在 り方から類型Ⅲと認定された採掘址が、予想

通 り採掘活動の痕跡の一種であったことが確認さ

れた。しかし、採掘排土の堆積は、斜面下方へ向

かって層厚は厚 くなっているが、70 cm程 度であり

相対的に薄 く、同じ類型Ⅲの採掘址である星糞峠

鞍部に位置する第 39号採掘址 (鷹 山遺跡群調査団

編 2000)と は地下構造が大きく異なる (第 12図 )

と経験的には判断される。限られた調査範囲であ

り予断は許されないが、明確な竪坑の掘 り込みは

爾璽=黒色土

堕コ
菫褐色度

塵彊=採掘による排土

囲園
=ローム質土

-1468

?ゞ

第 39号 採欄

fぼ壼坑ゝ(1691
ノ t1966～ わ97)'

(1998^‐ 1999)

1998-1999)

第 12図 緩斜面北半部における採掘排上の堆積模式図
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第 13図  星糞峠鞍部と緩斜面部における代表的な採掘址
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確認されなかった。こうした状況は、緩斜面北半部

で認定 した類型Ⅲの採掘址群の一帯に共通 してい

る可能性が高い。

こうした状況に対 して、TP98-3お よびTP98-4そ

して松沢川谷頭部の試掘坑 (C―TPl)(鷹 山遺跡群

調査団 2000)で は黒色土→漸移層→ローム質土

層の自然堆積が確認されてお り、採掘活動にとも

なう再堆積土は確認されていない。こうした層序

をもつTP98-3か らTP98-4に いたる急斜面部取 り付

き部から急斜面部の一帯、加えて C―TPlの ある松

沢川谷頭部の一帯は採掘活動による地形改変を受

けておらず、黒耀石採掘址群の範囲には含まれな

い地点と判断できる (第 12図 )(た だし測量範囲の

なかには含まれている)。

とはいううものの、今回の調査ではTP98-1・ 2

の一帯が、竪坑をともなう採掘活動が行われた場

所であるのかどうか、そして仮にそうだとすれば、

それはいつなのか、そしてどこが黒耀石鉱脈なの

かについては明らかにできなかった。

しかしながら、3節でも述べるようにTP98-1で

は 2層褐色土層出土石器と4層 ローム質土出土石

器が接合 している。こうした状況を勘案すると、他

の地点に由来する採掘排土などの再堆積土が当地

に単に流入 しただけではなく、緩斜面北半部で鉱

脈を掘削 した結果、土砂の天地逆転が生じ、そして

再堆積 した層群である可能性は高い。

TP98-1の 4層 およびTP98-2の 3層 は、地点的

な比較による限 りでは同一層序と思われる。これ

らは、旧石器時代石器群を包含する地山ローム層

と判断され、第 39号採掘址や 01号竪坑などでの

採掘対象となった黄褐色ローム層 (黒耀石鉱脈)と

の対比が今後の課題である。

一方、緩斜面南半部の地下構造については、その

裾部にあたる第39号採掘址での所見以外には今だ

概要は不明である。

緩斜画部の代表的な採掘址 (第 13図 )

第11号採掘址  第11号採掘址は、1,495m前後、

緩斜面南半部と北半部の境にある類型 Iの採掘址。

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

等高線にそって隣接する第 12・ 172・ 174。 17号採

掘址 とで傾斜変換部の下縁を形成 している。尾根

状微地形がよく発達 し、谷状微地形 もはっきりと

している。下端の盛 り上が りは、第23。 22号 といっ

た類型Ⅱあるいは類型Ⅲの上端 となっている。金

体的には斜面上方から押 しつぶされたかのように

扁平な形状をしている。第 11号採掘址の上方には

やはり類型 Iの第 10号採掘址があり、前者の上端

であり後者の下端でもある中間の斜面は周 りから

は独立 した急斜面をなしている。採掘排土の移動

と採掘址地形の形成を今後の発掘調査により具体

的に復原するには好適地と思われる。

第 26号採掘llL  第26号採掘址は、標高 1,489m

前後、緩斜面南半部の中腹あたりに位置する類型

Iの採掘址。第27号採掘址の下端につながる右翼

の尾根状微地形が肉厚に発達 し、採掘排土の大き

な移動があったことをうかがわせる。第26号採掘

址の下端は類型Ⅱである第36号採掘址の上端とも

なっている。

第35034号採掘tIL  星糞谷谷頭に近い標高1,495

m前後の緩斜面南半部に位置する類型Ⅱの採掘址。

採掘址群の分布の際にあたる。

第39号採掘tlL周 辺  星糞峠鞍部の埋没谷地形か

ら緩斜面部への取 り付 き部に、全体 としてゆるや

かな尾根地形 となっている緩斜面南半部の裾をと

りまくように、類型Ⅲの採掘l■群が形成されてい

る。これらの採掘址は、起伏が弱 く視認するもの困

難な場合があるが、涸1量 コンターと現地を比較す

ると、類型 Iや類型Ⅱとも共通する採掘址の基本

的な形状が図の補助線で示 したようにあらわれて

くる。しかしながら、上端の盛 り上が りはかろうじ

て視認できるけれども、尾根状微地形、谷状微地形

そしてテラス部はコンターにもあらわれない。そ

のうち、第39号採掘址が トレンチ調査されている。

第39号採掘llLの 地下構造からは、地表面下深さ約

2.5mに まで採掘排土など再堆積層が厚 く堆積 し、

複数の竪坑が切 り合い関係をもって掘削されてい

た状況が復原 された (鷹 山遺跡群調査 団編
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2000)。 したがって、現在の所見として、数十cm程

度で地山ローム層の上位に採掘排土が堆積 し、竪

坑の掘 り込みも明確には残されていない可能性が

ある緩斜面北半部一帯の類型Ⅲと、地表面での小

規模な形状が必ず しもその地下における採掘活動

規模の矮小さを反映 していないことを示唆 してい

る類型Ⅲ (第 39号採掘址)と の二つの現象を少な

くともとらえることができた。  (島 田 。高城)

傾斜変換部の地形と採掘址

急斜面取り付き部の地形 (第 14図 )

緩斜面部 (南半部)を登 り切ると、一息つける平

坦面が広がっている。さらに上方にある急斜面部

a=第 1号採掘址調査区

0                     40m

第 14図 傾斜変換部の地形と採掘址

と下方の緩斜面部をつなぐ意味あいで傾斜変換部

と便宜的に呼ぼう。傾斜変換部は、採掘址群の広が

る虫倉山斜面のほぼ中腹に位置 し、標高 1,498m付

近から1,504m付近一帯を指 している。傾斜変換部

に立って四方を見渡すと、西側に緩斜面部を従え、

南方には星糞谷 とならんで盆地湿地部への黒耀石

供給経路 と推測される虫倉谷に面 し、東方の山頂

方向の急斜面部へといたる。こうした傾斜変換部

のほぼ中央に位置する第 1号採掘址は、1991年度

調査で採掘址の本格的な発掘調査が最初に行われ

た記念碑的な採掘址である。傾斜変換部は、第 1号

採掘 l」Lを 中心にして、等高線が南西方向に間延び

した端を頂点に見立てると、二等辺三角形の形状

髯
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にもみえてくる。

傾斜変換部から上方の急斜面部への取 り付 き部

に立って、等高線沿って移動 しながら四方を見回

してみよう (写真 7)。 すると、第 147・ 9・ 7・ 5

号採掘址や第 10・ 14・ 1・ 3号採掘址など起伏に

富んだ類型 Iの採掘址が二段にわたつて等高線に

沿って連なっていることがわかる。

これに加えて、虫倉谷の谷頭部には、類型 Iの採

掘址である第 2号採掘址を筆頭に、類型 Ⅱの第

151・ 152・ 153・ 66号採掘l■が等高線にそつて谷頭

部をとりまくように密集して分布 し、それら橘 り

鉢状の形状は、谷底から望む者に異様な印象を与

えている。しかし、虫倉谷を下つた斜面下方には、

あるいは類型Ⅲと思われる第 90。 91・ 92号採掘址

が三基視認されるのみで、採掘址の分布が途切れ

る。この点は将来の調査で地下構造を確認する必

要があるものの、いずれにしても採掘址群の広が

りの南限ととらえられる。

このように、急斜面部への取 り付 き部、そして虫

倉谷の谷頭には、類型 Iを 中心とする印象的な採

掘址群が残されている。採掘址群における地形の

屈曲点に、これら起伏の大きな採掘址が密集する

状況は、現存する傾斜変換部そのものの形成要因

に採掘活動 という人為的な要因が深 くかかわって

いた可能性を示唆 している。

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広が りと地下構造

平坦面の地形 (第 14図 )

これに対して、第 1号採掘址の西側にあたる尾根

地形の平坦面、およそ 1499。6mの等高線前後には、

虫倉谷側へ下端がひらく第 83・ 85・ 86・ 号採掘址、

そして緩斜面部佃1に 下端がひらく第 84・ 88・ 89号

採掘址など、類型Ⅲの採掘址が面的に分布 してい

る。この地点では、1991年度、すでに試掘坑調査

を行い、採掘による排土と判断される土層堆積を

確認 している。

また今度は、虫倉谷斜面から直接に上方の急斜

面部を望むと、これが地形として変換部を介さな

い一体の斜面 として広がつていることがわかる。

そして、第66号採掘址のやや右上方から第82049・

50・ 67号採掘址など類型Ⅲの採掘址が等高線に

沿って分布 し、採掘址群急斜面部への取 り付 き部

となっているのである。

緩斜面部と同様に、地表面での黒耀石小原石 (ズ

リ)の分布は顕著である。特に類型Ⅲの採掘址群が

展開する、第 1号採掘址から西方の平坦面では、黒

耀石の小原石とともに二次加工のある石器や剥片

が採集できる地点がある。地表面における黒耀石

の分布についてはⅢ章で述べる。

傾斜変換部の地下構造

傾斜変換部では、第 1号採掘址の発掘調査が実

施されている (鷹山遺跡群調査団 1994、 小杉

写真 7 急斜面取り付きの採掘址 (第 405号採掘址付近 )
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1995、 鷹山遺跡群調査団編 1999)。 この一連の調

査成果が、後の第 39号採掘址や星糞峠主要調査区

での所見 に大 きくかかわつている (鷹 山遺跡群調

査団編 2000)。

それをまとめると以下のようになる。①採掘址

はまず第一に、竪坑の掘削により形成の第一歩を

踏み出す。②竪坑は黒耀石原石を包含する鉱脈に

達している。第 1号採掘址ではその鉱脈は自色粘

上層として確認されている。③既堀坑には、主に他

の竪坑掘削により生じた採掘排土が再堆積する。

④ある竪坑が別の周囲の竪坑と空間を開けて掘削

されることは、第 1号採掘址の調査以降を含めて

これまで観察されていない。つまり、竪坑の掘削は

既掘坑の一部再掘削を原則とし、結果として相互

に切り合い関係をもちながら埋没する。⑤再堆積

した採掘排土は断面観察ではレンズ状に互層堆積

した層群をなす。層群どうしの不整合面によって、

竪坑は区別されることが多い。⑥竪坑覆土からは

土器や石器などの遺物が出土することがある。⑦

竪坑覆土には、採掘による排土の人為的な再堆積

以外にも、採掘排上の自然流入、そして砂層。シル

ト層の薄層が互層堆積する水成堆積など複数の要

因がかかわっている。③したがって、採掘址の形成

はその地下にある竪坑の掘削そのものだけでなさ

れるのではなく、掘削後の竪坑埋没過程で最終的

に形成される。それはおそらく斜面上方での竪坑

掘削による採掘排土を主原因とすると推定される。

そして竪坑の掘削過程については、⑨少なくと

も第 1号採掘址では、竪坑はいわゆる「シャフト」

と呼ばれるような垂直掘りではなく、斜面の傾斜

に対向する方向で掘削を行い、いくつかの段を形

成しながら鉱脈に達している。そして、竪坑が新た

に斜面上方に展開した時、斜面を掘りすすめる形

態は、当時、全体としては階段掘りにみえたことが

推測される。ただし、最後の点は採掘活動が行われ

た地形の要因が強く働 くものと思われる。それは、

星糞峠鞍部の01号竪坑では、次第に小さくなり規

模の異なる複数の竪穴が段階的に掘削されること

で鉱脈に達 し、同様な竪坑が周囲に重複 しながら

掘削されているからである (鷹 山遺跡群調査団編

2000)。 全体としては峠鞍部に階段掘 りは形成さ

れなかっただろう。それにしても、竪坑そのものの

形状として段掘 りになることには違いはない。一

方で、地形的な要因の他に、採掘活動の時期的な変

遷による異同も今後の調査のなかで考慮にいれる

必要がある。⑩採掘に要した掘削道具については、

その可能性のある打製石斧を第 1号採掘址から数

点回収 しているが、具体的な道具立ての復原は今

後の課題であるg

第 1号採掘址の発掘調査にもとづ き採掘活動 と

採掘址の形成過程を復原 したモデルを以下に再録

する。「第 1号採掘址とした描 り鉢状の窪みは一度

の採掘活動によつて形成されたものではなく、数

次にわたる採掘行為の累積の結果、生 じたもので

ある。(中 略)一回毎の採掘行為では谷傾1か ら山頂

側に向かって竪坑が掘られ、その排土は谷倶1へ廃

棄される。よって窪みの谷恨1に は土手状の高まり

が形成される。次に掘られる竪坑は斜面上方に向

かって連続 して掘 られることは稀で、横あるいは

斜め前方に連接 して掘られる。その際の排土は谷

側または既掘坑に排出される。再びその既掘坑か

ら斜面上方へ竪坑が掘 り進められる際には、そこ

に排出された排上の一部を掘 り出すことになる。

これによって不整合面 (竪坑の掘 り方 :31用 者註)

が形成される。地表面は傾斜 しているが、鉱床であ

る塊状の黒耀石を含む白色粘土層は原則的には水

平堆積 していると考えられる。そこで、採掘が山頂

倶1へ と進むにつれて、地表面から粘土層までの距

離は大きくなり、必然的に竪坑は深 くなる。結果と

して窪みの山頂倶1は壁状の高まりとなり、採掘に

費やされる労力は著 しく増大する。やがて放棄さ

れたこの採掘地点には全体的には見掛け上が描 り

鉢状を呈する窪みが形成されることになる。(鷹山

遺跡群調査団 1994-部 改)」 。

傾斜変換部での採掘活動は、第 1号採掘址出土

土器 (加曽利Bl式土器)か ら、縄文時代後期には
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第 15図 傾斜変換部の代表的な採掘tlL
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実施されていたことが少なくとも判明 している。

星糞峠鞍部で推定されている活動時期と異なる点

から、星糞峠黒耀石採掘址群における活動時期の

幅をどのように復原するかの課題が生 じる。現在

のところ判明している採掘址群全体における活動

時期についての断片的な情報から生 じる課題につ

いてはⅢ章で改めて述べる(表 6)。

傾斜変換部の代表的な採掘址 (第 15図 )

第 105号採掘址  第 1号採掘址は、はじめて発

掘調査を実施 した記念碑的な採掘址。典型的な類

型 Iであり、各地形要素が明確に地表にあらわれ

ている。上方で隣接する第 5号採掘址を観察する

と、谷状微地形がそれほど発達せず、むしろテラス

部の発達に形状の特徴がある。第 5号採掘址をな

す右翼の尾根状微地形は第 1号採掘址のそれに重

なるように発達 しているが、図の補助線で示 した

ように第 1号採掘址をなす尾根状微地形 とは地形

的に区別できる。同様に両者の左翼尾根状微地形

もそれぞれ固有のものである。これに対 して、第 1

号採掘址の上端は第 5号採掘址の下端でもあると

いう関係がはっきりと見て取れる。この例に端的

に示されるように、①傾斜に沿って上下の関係で

配置される採掘址の場合、尾根状微地形は上下で

は共有されない。またこれに対して、②上端と下端

がある単一の採掘址だけを形成していることは少

写真 8 急斜面部から高松山を望む

ない。すると、隣接する採掘址どうしで地形要素が

共有されたり排他の関係にあったりという採掘址

の地形的な連接の原則が存在すると予測されてく

る。Ⅲ章では、こうした地形的な観点から採掘址の

分布を全体的に再構成してみる。

第 140171010号 採掘址  第 1号採掘址から東

側に斜面をトラバースすると第 14・ 10号採掘址 と

いった類型 Iの採掘址がある。これら採掘址のテ

ラス部は一連の平坦面 としてよく発達 してお り、

緩斜面部を見下ろして観察するには絶好のポイン

トともなっている。この一帯を傾斜変換部 と呼ぶ

所以でもある。第 14号採掘址 と第10号採掘址が共

有する尾根状微地形には、第171号採掘址が浅 く形

成されてもいる。すぐ下段には第 13号採掘址があ

る。

第 7090147号採掘址  一方、第 1号採掘址の

上方に接する第 5号採掘址の東側にも、大きく張

り出した尾根状微地形を挟んで、類型 Iの 第 7・

9。 147号採掘址が形成されている。この上方はす

ぐに急斜面部となる。第147号採掘址 とその下位の

第 10号採掘址が共有する下端/上端が発達 してい

ることが特徴である。

平坦面の採掘址  第 1号採掘址のすぐ西佃1に 尾

根地形の平坦面が形成されている。第 1号採掘址

の下端に接 して類型Ⅱの第 16号採掘址がある。南
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写真9 急斜面部頂上付近の景観 (東から)

北方向に扁平な形状をしている。平坦面一帯には、

南佃1に接する虫倉谷そして北に望む緩斜面部に面

して類型Ⅲの採掘址が分布 している(第 83・ 85。 86。

87・ 84・ 88号採掘址 )。 (島 田・吉田 望 )

急斜面部の地形と採掘址

急斜面部の地形 (第 16図 )

第 5号採掘址の上端を乗 り越え、傾斜変換部か

ら急斜面部を登 り始めるとす ぐに傾斜変換部は眼

下に隠れてしまう (写真 8)。 まずは、第43号採掘

址を目指 して急斜面部を登ろう。第 6・ 157号採掘

址は谷状微地形が接 してYの字形に広が り、両翼

にそれぞれ発達 した尾根状微地形を従えている。

第 6・ 157号採掘址、第 5号採掘址そして第 1号採

掘址は、急斜面部取 り付 きから急斜面部にかけて

顕著なひな壇状の地形を形成している。そして、第

42号採掘址の上端を乗 り越えると第43号採掘址の

下端の盛 り上が りに到達する。第43号採掘址は本

採掘址群のなかでは最大規模の類型 Iである。複

雑な形状をした尾根状微地形がよく発達 し、谷状

微地形が深 く形成されている。第43号採掘址の下

位には、いま登ってきた第42号採掘址を筆頭に、第

41。 170・ 44号採掘址など類型Ⅱの採掘址が等高線

に沿って斜面をトラバースするように連なってい

る。いいかえれば、第43号採掘址の下端がそれら

採掘址群の上端となっているのである。第43号採

掘址をこえて、さらに斜面上方を目指すと、第60・

58。 61・ 63・ 64・ 65。 73号採掘址など類型Ⅱが散漫

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

に分布 し、これまでのアップダウンに富んだ地形

の起伏に対 して斜面がフラットに近 くなる (写真

9)。 そうなると、採掘址群の北限にある安山岩崖

線が目の前に迫ってくる。

安山岩崖線直下を東にトラバースして、虫倉谷

へと直接続 く急斜面部の南側斜面を下つていくこ

とにしよう。やや平坦な面にある安山岩巨礫の密

集部から斜面を下ると、類型Ⅱである第72号採掘

址そして第62号採掘址の一群など、地表面に露出

した安山岩巨礫とともに採掘址が形成されている

ことに気がつ く。そして斜面はこれまで登つてき

た急斜面よりきつい勾配となる (写真 10)。

地表面に露出する安山岩の巨礫自体は、急斜面

部全体に通有の特徴ではある。これら安山岩巨礫

は、傾斜変換部や緩斜面部では急斜面部ほどには

地表面に露出していない。一方、今下つている南倶1

斜面から虫倉谷にかけては、この安山岩巨礫の地

表面での露出が連続 し、著 しい分布を示 している。

いずれにしてもこれら安山岩巨礫は、採掘活動時

に生 じた障害の一つであつたと推源1で きる。それ

は、星糞峠主要調査区に近 く設定された試掘坑 1

の調査では、採掘排土の堆積層中に最大径数m程

度の安山岩礫が埋没 している状況が確認でき、採

掘活動にともない土砂だけでなく巨礫の移動 も何

らかの方法で実行されていたことが判明している

(鷹 山遺跡群調査団編 2000)か らである。

ところで、さらに斜面を下ると、類型Ⅱである第

56号採掘址と第53号採掘址が顕著なひな壇地形を
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1510.00、

1500.00.

―

a=TP98-3
b=TP98-4

第 16図 急斜画部の地形と採掘址
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Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

第 17図  急斜面部の代表的な採掘址
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なしている。そして虫倉谷の谷頭部にそつて展開

している先にも紹介した類型Ⅲの第 49。 50号採掘

址などにいたる。

これに対 して、急斜面部の北側斜面では類型 I

である第 146・ 8号採掘址が傾斜変換部の採掘址群

に接 して急斜面部にまず形成されてはいる。 しか

しながら、それよりも斜面上方では、第78・ 77・ 75。

73号採掘址など類型Ⅲや類型Ⅱの採掘址が散漫に

分布するのみで、顕著な採掘地形の起伏はみられ

ない。

ただ、それぞれ類型 Ⅱである73号採掘址および

東に隣接する65号採掘址が共有する尾根状微地形

は、類型 Iと 比較すれば緩やかではあるが、平面的

に地形が大 きく尾根状に歪んでいることを示すコ

ンターに注意され、採掘排土の移動痕跡かと判断

される。加えてこの北倶1斜面から崖線付近の頂上

部一帯にかけての採掘址群は、類型 Ⅱあるいは類

型Ⅲであるが、これまでの傾斜変換部や緩斜面部

のそれらよりも平面規模で大きく、お互いに距離

を置いて分布 していることにも注意される。先述

のとおり、これらの採掘址近辺に設定されたTP98¨

4での試掘調査では、採掘排土の堆積は確認され

ず、少なくともこの北側斜面以北は採掘址群の分

布範囲外であると考えられる。

急斜面部全体をとおして、黒耀石小原石 (ズ リ)

の分布は極めて希薄であるが、虫倉谷へいたる東側

斜面ではズリの散漫な分布が確認されている。黒耀

石製石器の分布は確認されていない。急斜面部にお

ける黒耀石鉱脈のあり方や採掘址の地下構造につい

て、現段階では不明な部分が多い。

急斜面部の代表的な採掘址 (第 17図 )

第159046号採掘址、第 40155・ 156047号採掘址

急斜面部では、類型Ⅱの採掘址が密集して形成さ

れる傾向がある。傾斜変換部の虫倉谷谷頭を取 り巻

くようにあつた、第66号採掘址や第 3号採掘址のす

ぐ上位に密集している類型Ⅱがそうした採掘址。

第 51・ 52053号採掘址  これらの採掘址も急斜

面部に典型的な類型Ⅱの採掘址の密集。相互に共有

している第53号採掘址の上端とこれの上位に接す

る第56号採掘址の下端は、発達したテラス部をなし

ている。

第680690710167e168号 採掘址  安山岩巨礫

が地表面に露出した類型Ⅱの採掘址。類型Ⅱが密集

するのは、急斜面部の南側斜面の特徴である。

第43059号採掘址  急斜面部のほぼ中腹に位置

する類型 Iの採掘址。これだけの採掘址が形成され

るのに要した土砂の土量を試算する試みは、いまだ

(島 田)行われていない。

写真 11 星糞峠鞍部と高松山 (39号採掘址付近から西を望む)
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石器群の出土状況と石器群組成

緩斜面北半部における試掘調査の結果判明した

各試掘坑での土層堆積状況は、前節「緩斜面部の地

形と採掘址」において記述したとおりである。各試

掘坑は、TP98-1が星糞峠鞍部の埋没谷地形にあた

る松沢川谷頭部上方 (第 116号採掘址付近)、 TP98-

2が緩斜面部なかほどに位置する (第 123号採掘址

付近)。 うちTP98-1と TP98-2で は、ローム質土層

からそれぞれ槍先形尖頭器石器群が出土 した。試

掘調査の目的はすでに述べたように、TP98-1・ 2・

3・ 4における全体的な土層堆積状況を把握 して採

掘排土の堆積状況を復原 し、地表面の採掘址との

関連を追求する性格のものであったため、石器群

は出土層位のみ記録し出土位置は記録 していない。

TP98-1お よびTP98-2出 土の石器群はほぼ同時

期の所産と考えられ、列島後期旧石器時代の槍先

形尖頭器文化期に概略位置付けられよう。今回報

告する石器群は、1995年 と 1996年 に トレンチ調

査を行った第 39号採掘址、試掘坑 1・ 2や 1号遺

構覆土層中から発見された槍先形尖頭器 と共に、

星糞峠鞍部における旧石器時代遺跡の実態を解明

する手がかりとして重要である。出土状況に続い

て出土石器群の特徴をみてゆくことにしよう。

TP98¨1の石器出土状況

緩斜面北半部出土の旧石器時代石器群

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

TP98-1で は、1層 から52点 、2層から13点、3

層から17′点、4層から83′点、他にローム層一括が

7点、総計 172点の黒耀石製石器群が出土 した (表

3)。

3層が採掘活動にともなう再堆積土と判断され

る互層堆積の土層、2層 は褐色土層である。後に述

べる接合例の状況からすると、 2層 も採掘活動に

ともなう再堆積土である可能性は高い。今後の調

査のなかで、星糞峠主要調査区において確認され

た遺構群の各覆土上位に共通 して堆積する土層

(4層 )と の異同を確認する必要がある。なぜなら

表 3 TP98-1(左 )、 TP98… 2(右)の層位別石器組成

Kn:ナ イフ形石器、Po:槍先形尖頭器、RF:二 次加工ある剥片、

UF:使用痕のある剥片、Co:残核、Fl:剥片、Cp:砕片、Rm:原石

写真 12 TP98-1の 土層堆積

層位
石器組成

点数
Kn UF Co Fl Cp Rm ズ リ

1層 0 0 0 0 4 44 3 0 52

2層 0 0 1 0 0 4 0 1

3層 0 0 0 0 5 0 1

4層 0 1 0 1 21 1 83

ロー ム層

一括
0 0 0 0 0 2 0 0

計 0 1 0 122 1 172

層位
石器組成

点 数

Kn RF UF Co Fl Cp Rm ズ リ

1層 0 0 0 0 3 8 0 0 1 12

2層 0 0 0 0 0 0 0 0

3層 1 0 1

4層 0 2 13 238 14 333

計 1 8 2 19 278 66 10 401
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鷹山遺跡群V

ば、TP98-1は星糞峠鞍部の松沢川源流部への埋没

谷地形として星糞峠主要調査区とも同一の地形に

含まれるからである。 3層 は採掘址を埋める覆土

特有の層相 (鷹山遺跡群調査団編 1999)で層群

をなし、北壁セクションを見ると山の傾斜に沿っ

て堆積するローム質土層を3層が切 り、不整合面

をなしているように観察される (第 H図 )。

なお、TP98-1か らは、 4層 ローム質土層から周

辺加工槍先形尖頭器と二次加工ある剥片、残核、剥

片がまとまって出土 した。また、3層 にも4層 と形

態的に共通 した剥片類が存在する。

また、石器群全体を対象に接合作業を行ったと

ころ、TP98-1で は、 2層 と4層 にまたがって一例

の接合関係が認められた。

TP98‐2の石器出土状況

TP98-2で は、 1層 から12点 、 3層 から56点、

4層 から333点、計 401点の黒耀石製石器群が出

土 した。なお、 2層 から石器の出土は確認できな

かった (表 3)。

採掘にともなう再堆積土と判断され、層群をな

す 2層が、 3層 ローム質土層の上位に堆積 してい

る。 2層 と3層 の層理面は平坦ではなく凹凸を形

成している。3層 は約20cmか ら30cmの層厚があり、

4層 は約 50 cmほ ど堆積 している (第 11図 )。 3層

からはナイフ形石器、槍先形尖頭器などの石器が

出土 した。また、4層 出土石器群も槍先形尖頭器 7

点を含み、残核や剥片がまとまって出土 した。

調査深度約 170cmの うち、4層 出土の石器点数は

333点 を数え、1ぽ当たりHl点 出土という高い割

合いを示 している。そして、石器群の大多数を占め

る剥片には、槍先形尖頭器の製作にかかわる特徴

的な調整剥片が組成 している。

TP98-2出土石器群に対 しても接合作業を実施 し

た結果、 4層 出土石器群に計 7例の接合例が確認

できた。

TP98-1の 出 土 石 器

以下に出土石器の特徴を述べる。表土黒色土出

土の石器は、分析の対象から除外 している。

槍先形尖頭器 (第 18図 1、 写真 14)

1は 、周辺加工の槍先形尖頭器。表裏面に原礫面

が大きく残され、素材は板状原石である。縁辺での

加工がすべて裏面から表面へ連続 して施された結

果、断面は台形状をなす。尖頭部の作 り出しは入

念。最大幅が器体のほぼ中央にあり、左右対称の木

葉形を呈す。

二次加工ある剥片 (第 18図 2～ 4、 写真 14)

2は、右側縁末端部にやや扶入状に加工が施さ

れている。器体の背面には、先行する剥離面が多方

向から切 りあってお り、TP98-1出 土の剥片類の多

くに共有される背面構成の特徴である。3は、実測

図正面からみて、右側縁では面的な加工が施され

た後に、細かな剥離面が連続 している。剥片を素材

にした槍先形尖頭器の破片とも思われる。 4は 2

層出土。剥片の上半部に施された二枚の大きな剥

離面により、打面部に加工が施されている。背面の

大 きな剥離面をみると先行する剥離面の打面は、

左側面の原礫面が用いられている。背面には90度

方向の剥離面があ り、その一端に先行 して剥離さ

れた剥片の末端部破片が接合する (第 18図 9)。

残核

4層 出土の残核は 1点ある。図示 していないが、写真 13 丁P98… 2の土層堆積
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残核破片である。打面奥行き 2 cm、 作業面幅 4 cm、

作業面高 1.5 cmと 小さい。

なお、石器の原料 となりうる黒耀石原石は出土

していない。

剥片 (第 18図 5～ 8、 10～ 18、 写真 14)

以下では、 2層 から4層 にかけて出土 した合計

78点 の剥片を対象に、背面における原礫面や剥離

面構成のあり方、剥片形状、そして打面のあり方を

観察してみよう。

剥片は全体的に 5 cm以上の例は少なく、薄手の

ものが多い。そして、多 くは一端が欠損 している。

折れ面は打面や末端に認められ、なかでも、両者が

折れているものが目立つ。このため、多 くの剥片で

は、打面の形状を含み打面のあり方を観察するの

は困難であった。

最初に、剥片背面での原礫面のあり方から剥片

の特徴を大きくとらえてみよう。背面全体に原礫

面が残される剥片は10点、剥片の一部に原礫面が

残される剥片が29点、そして背面が全面にわたっ

て剥離面で覆われる剥片が 20点ある。その他に、

原礫面の状態が欠損などにより不明なものが19点

ある。原礫面で背面が覆われる剥片と一部に原礫

面を残す剥片 とが、背面の全面が剥離面に覆われ

る剥片と比較 して多い。このことは、TP98-1か ら

出土 した剥片の多 くが、原石の原礫面に近い部位

で剥離された剥片であると考えることができる。

次に、背面構成のあり方。対象は、欠損などによ

り背面構成が観察できない景J片 22点 を除いた合計

56点 である。

原礫面のみで構成される背面をもつ剥片を第 I

群とする。背面が主要剥離面と同一方向の剥離面

で構成される剥片を第Ⅱ群、そして、背面構成が多

方向からの剥離面で構成される剥片を第Ⅲ群 とす

る。

第 I群 に相当する剥片は10点ある。第 18図 17、

18な ど剥片形状は多様である。小形で厚みのない

剥片もあるが、17や 18の ように原石の稜が取 り込

み、断面三角形や半レンズ状のものが多い。剥片の

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘ll_群 の広がりと地下構造

大きさとは無関係に、剥片の一端が肥厚 し厚手に

なる剥片が目立つ。

第Ⅱ群に相当する剥片は29点、同様に第Ⅲ群は

17′点である。各々、剥片全体の多 くを占める。第

18図 5～ 8、 10～ 16に示 した求J片 を代表に、両群

の剥片全体の形状は様々である。13、 16な どの縦

長剥片や、5、 6な どの幅広短寸な剥片のほか、不

定形な剥片 も多い。これらの剥片には、薄手の剥片

が比較的多 く認められる一方で、13、 15の ように

剥片の一端が肥厚する剥片もある。また、10～ 17

など剥離軸が斜めになる斜軸の剥片が目立ち、な

かには縦断面が主要剥離面側へ湾曲する例 も認め

られる。これらは、後述するように、本石器群が槍

先形尖頭器の製作にかかわつて形成された性格を

もつことから、槍先形尖頭器の整形過程において

生じた調整剥片の特徴 として理解できる。

なお、Ⅱ群とⅢ群の一部に認められる4の予1片

や 2の二次加工ある剥片に観察される大きなポジ

テイブ面の存在は、これらの剥片が生 じた本体で

ある槍先形尖頭器や残核の素材が、応分に打ち割

られた原石または大形の剥片だつたことを示唆 し

ている。

最後に打面のあり方を観察 してみよう。なお以

下では、子J片合計 78点中、打面を観察 し得ないも

の 36点 を除 く42点 を分析対象にした。

打面には、礫打面や単剥離打面、複剥離打面の

各々が存在する。礫打面は17点 と最も多 く、単剥

離打面が 10点、複剥離打面が 2点ある。打面形状

は、面をなすものが 28点、点状が 6点、線状が 8

点である。これら打面の大 きさは多様であるが、打

面形状に面をなすあり方が多いことを指摘できる。

次に、背面構成と打面形状 との関係をみてみよ

う。分析対象は、打面形状と背面構成の両方を観察

可能な42点の剥片である。

背面が礫面のみの第 I群剥片の打面形状は、面

をなすもの 5点、点状 2点、線状 1点である。これ

らの打面には、礫打面 3点、単剥離打面 2点があ

る。第Ⅱ群の打面形状は、面をなすもの 14点、点
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Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広が りと地下構造

状 3点 、線状 4点がある。これらの打面には、礫打

面 9点、単剥離打面 3点、複剥離打面 2点がある。

第Ⅲ群の打面形状は、面をなすもの 9点 、点状 1

点、線状 3点である。これらの打面には、礫打面 4

点、単剥離打面 5点がある。

背面構成と打面のあり方をまとめる。剥離面か

らなる打面は、第 I群が 2点、第Ⅱ群と第Ⅲ群をあ

わせて10点 になる。先行する剥離痕が背面に残さ

れている第Ⅱ群や第Ⅲ群の剥片には、全体的に薄

手の剥片が多いという傾向を合わせると、それら

の剥片の剥離に際 しては調整され準備された打面

が存在 しているといえる。また、第 I群から第Ⅲ群

のすべてに、礫打面を用いるあり方が存在 してい

た。これは、背面の剥離面構成とは無関係に、礫打

面から剥離される状況があったといえよう。一方、

点状と線状の打面形状は、第 I群では 2点、第Ⅱ群

では 7点、第Ⅲ群では4点存在 していた。このこと

は、先行する剥離痕を背面に残す第Ⅱ群や第Ⅲ群

では、面をなさない点や線などの狭小な打面が増

える傾向があるといえる。加えて、第Ⅲ群の Hや

15な どにみられるように、面をなす打面は相対的

に小形であることが多い。このことから、点状や線

状の打面が増加 し打面が小さくなる傾向とあわせ

て、面をなす打面も同様に小さくなる、という第Ⅱ

群と第Ⅲ群の全体的な傾向を指摘できる。

写真 14 TP98¨ 1出土の旧石器時代石器群

TP98… 2の 出 土 石 器

TP98-2で は、 3層 と4層 を中心に、槍先形尖頭

器など定形石器と槍先形尖頭器の調整剥片が多数

出土 した。剥片の多 くは、4層 から出土している。

以下では、3層 と4層 出土の定形石器と、4層から

出土した剥片を中心に記述する。なお、剥片の分類

はTP98-1に 準ずる。

ナイフ形石器 (第 19図 1、 写真 15)

1は 3層 から出土 した。二領1縁加工の茂呂系ナ

イフ形石器である。縦長剥片を縦位に用い打面は

先端部側に位置する。両佃1縁 に対する刃潰 し加工

は入念である。縦断面は主要剥離面領1へ湾曲し、末

端が肥厚 した剥片が素材に用いられている。裏面

基部側では、素材の肥厚 した部位を修正するよう

に正面左側縁から平坦剥離と縁辺部の微細剥離が

施されている。裏面基部の微細剥離が、最終調整加

工である。

槍先形尖頭器 (第 19図 2～ 7、 写真 15)

2と 3は両面加工槍先形尖頭器、 4～ 7は両面

加工槍先形尖頭器の未成品である。2は 3層 出土、

3～ 7は 4層 から出土 した。

2は先端部としての作 り出しが尖鋭ではないた

め、槍先形尖頭器の基部と判断した。裏面には原礫

面が部分的に残されるが、ほぼ両面に加工が施さ

れている。このため、素材は不明である。本来存在

した器体の左縁辺での調整加工時に、基部全体が
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Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広が りと地下構造

取 り込まれたものであろう。また、器体の両縁辺で

は微細な剥離面が連続 し直線状をなす。こうした

ことから、ほぼ完成 した槍先形尖頭器の一部と思

われる。

3は、槍先形尖頭器の破片である。なお、樋状剥

離が本石器の端部から施されているため、先端佃1

へ置いた。器体の胴部及び、基部は存在 しない。本

石器は2と 同様に、両面に加工が施されている。素

材は不明であるが、器体の表裏には両縁辺からの

調整に先行する傷のついた比較的大きな剥離面が

部分的に認められる。

石器の正面右縁辺では表裏面に、器体の中軸付

近に届 く大きな剥離面が存在する。このうち、裏面

では中軸を越えて片縁辺まで抜けきっている。先

端左側から施された一条の樋状剥離面は、これら

の剥離面を切って存在する。なお、器体の先端周辺

と樋状剥離面の末端側に認められる微細な剥離面

は、表裏面かけて連続する最終調整加工面である。

このため、本器体の縁辺はほぼ直線状をなす。

なお、最終剥離面は器体中央から斜めに入る折

れ面である。器体に残る折れ面は、剥離面の切 り合

い関係からみると、樋状剥離縁辺での最終調整加

工面に連続する面であることがわかる。こうして、

本体である槍先形尖頭器の形状が大きく損なわれ

たと考えられる。

4の形状は、断面三角形の左右対称形をなす。素

材には、す リガラス状を呈する原礫面で覆われた

写真 15 丁P98… 2出土の旧石器時代石器群 (1)

角柱状の原石が用いられている。表裏面にある四

枚の大 きな剥離面は、器体中軸付近およびそれを

こえて剥離されている。一方、その他の剥離面は、

ほぼ縁辺付近に止まる。また、左縁辺では、比較的

細かな剥離面が表裏面で連続 している。

この左縁辺表裏面つまり器体の片縁辺にのみ施

された加工により、先端部が作出されている。しか

し、部分的なものではある。一方の右縁辺では、器

体の中央から基部付近まで表裏面へ加工が施され

ているが、剥離面はステップ状をなし器体の厚み

を除去するにはいたつていない。こうしたことか

ら、先端部の作出や器体の中軸をこえる加工が顕

著ではないので、この槍先形尖頭器を未成品と判

断する。

なお、この槍先形尖頭器未成品からは、加工手順

がよくわかる。裏面側の剥離面のうち、右縁辺中央

の小さな剥離面は、正面佃1の 加工面を切つて存在

している。この加工面を除くすべて剥離面は、正面

の加工に先行 している。このことから、この石器の

整形加I_は 、最初に裏面側に対 して施された後に、

正面側へ表裏反転 しており、石器の表裏片面ごと

に加工が進むあり方がうかがえる。

5の 形状は、左右非対称形をなす。なお、右縁辺

はほぼ全面原礫面で覆われ、断面は肥厚 し三角形

状である。原礫面からは、板状の原石が素材に用い

られたことがわかる。

表面上半部の大きな剥離面は下半の細かな剥離
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第 20図 TP98‐ 2出上の1日石器時代石器群 (2)

10
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0 Scm
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13

14

面を切つてお り、最終的な加工面である。この剥離

面は、素材の厚みを大きく減 じながら、右縁辺に残

る原礫面を除去する目的があったと思われる。と

ころが、器体の上端から半ば付近まで大きく厚み

が減 じられてお り、先端は折れている。こうしたこ

とから、この石器は表裏の原礫面を除去 しながら、

同時に器体の厚みを減 じる整形加工の途上で、表

第 21図 TP98‐ 2出上の旧石器時代石器群 (3)

面の上半部が大きく損なわれたため、放棄された

例 といえる。

なお、器体における剥離面の前後関係をみると、

まず図の表面両縁辺から整形加工が行われ、裏面

が整形された後に、裏面両縁辺からのカロエヘ移行

し、表面が整形されるというように、片面ごとに整

形加工が執 り行われていたことがわかる。 4の整
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形方法と共に特徴的な手順である。

6の形状は、左右非対称形で、器体の中軸をこえ

た剥離面で覆われている。その結果、この石器の断

面は、不整形なレンズ状をなす。右縁辺は原礫面と

大きな剥離面によつて、厚みがある。裏面には、5

と同様に上半部に大きな剥離面が存在 し、先端で

の細かな剥離面を除 くとほぼ最終的な剥離面であ

ることがわかる。おそらく、器体の上半部を大きく

取 り込んで剥がされたのであろう。上半部の厚み

は全体的に減じられている。このため、この大きな

加工が施される前は、正面の右倶1下方に残された

原礫面を基部倶1にする大形の槍先形尖頭器だった

可能性がある。この加工により本来の槍先形尖頭

器の全体的な形状は著 しく左右非対称形になって

いる。

一方、裏面上半部からの加工により大きく欠損

する以前の器体形状から勘案すると、正面左縁辺

からの剥離面は、ほぼ本来の器体の長軸方向へ、縁

辺から加工が行われていたと推測できる。

7の形状は、ほぼ左右対称形をなす。表裏面と左

右の縁辺には未加工の原礫面が大きく残され、素

材に原石が用いられていることがわかる。この槍

先形尖頭器は、器体の中央付近で二つに大きく割

写真 16 TP98-2出 土の旧石器時代石器群 (2)

れたものが相互に接合 したものである。接合面で

ある折れ面は風化 した節理面である。

残核 (第 20。 21図 、写真 16)

TP98-2か ら出土した残核は、石核上に設定され

た打面と作業面との関係から、①単設打面残核、②

両設打面残核、③複設打面残核の三つに区分され

る。出土した残核全体に用いられた黒耀石原石は、

およそ、大人の握り拳大程度の亜角礫であると推

定される。各々の特徴を観察してみよう。

単設打面残核  単設打面残核は、残核の一端に

一つの打面が残されているものである。打面と作

業面とをみると、互いが入れ替わるようなあり方

はなく、石核上には、打面と作業面が一組しかな

い。

打面には、作業面側からの景1離 によつて打面を

作出した単剥離打面が一例のみ存在する。この例

を除く単設打面残核の打面はすべて、平坦な原礫

面が用いられている。残核は大きく二つに区分で

きる。

まず 13の ように、礫打面から連続 して剥片剥離

を行った痕跡をもつ残核である。このような例は

13の みである。なお、作業面には、左右側面や石

核底面から作業面側へ、数枚の剥離面が認められ

-52-
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鷹山遺跡群V

る。作業面に残された剥離面からは、幅広の剥片や

不整形の縦長剥片が剥離されたことがわかる。連

続 してこれらの剥片を生産したとは思えないこと

や、石核から剥がされた剥片が薄手で、また作業面

に接する原礫面や側面の様子からも、作業面中央

にある瘤状の突起面を除去するような目的で剥離

作業が行われていることから、石核調整と思われ

る。

一方、原石の長径または短径の方向に石核の軸

を設定 し、残核に剥離面が一枚残される 9や Hが

ある。鷹山 I遺跡 S地点で特徴的だった、いわゆる

「単剥離残核」である。こうした残核は、それぞれ

打面の奥行きが狭いことが特徴である。これら残

核には、一回の剥離によってあたかも原石を分割

するかのようなものがある。こうした過程で剥が

された剥片は、背面全体が原礫面で覆われる第 I

群剥片に典型的な分厚な剥片だったと考えられる。

両設打面残核  両設打面残核は、残核の上下両

端に打面が残されている 10と 12の みで、石核素

材には原石が用いられている。

これらの残核は、原石の長径両端に打面が設定

されてお り、その打面には、平坦な原礫面が用いら

れている。石核形状を整えるような石核調整剥離

は観察されない。単設打面残核 と同様のあり方が

認められる。

作業面に残された剥離面からは、上下の打面か

写真 17 TP98‐2出土の旧石器時代石器群 (3)

ら細身の縦長剥片が剥離されたことがわかる。12

では、最低 5枚の縦長剥片が剥離され、作業面中央

では下方に位置する旧打面からの作業面に最終剥

離面が覆い被さっている。連続 して剥がされた剥

片背面には原礫面が存在 したと考えられる。これ

ら2点の残核は、数枚の剥片が剥がされたのみに

止まったと推測される。

なお、10の残核は、原石の長径を石核の長軸に

あてている。また、原石形状を修正するような剥離

や打面設定のあり方は、剥片剥離作業をいうより

はむしろ、残芯を整えるような作業内容が想起さ

れる。6や 7と 同様、槍先形尖頭器の製作にかかわ

る資料と理解できる可能性もある。

複設打面残核  複設打面残核は、残核の最終剥

離作業面に対応する打面のほかに、ほぼ90度異な

る方向にも打面が残されているものである。

14の 石核素材には原石が用いられている。目的

とした剥片を連続的に剥離するというよりは、原

礫面の除去や原石の自然稜を除去するような痕跡

がある。

この他に、分割された原石または分厚な剥片が

石核素材に用いられた8がある。 8の裏面は原礫

面で覆われ、断面をみると作業面{貝Jが肥厚 したレ

ンズ状を呈すため、分厚な剥片が石核素材として

用いられたと考えられる。打面は、打面縁調整が施

された複剥離打面である。作業面の構成から、剥が
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された剥片は不定形で薄手であったと思われる。

これらは、石器の素材になるような剥片ではない。

こうしたことから、10と 同様に、残芯そのものを

整える目的のある、槍先形尖頭器の製作にかかわ

る資料の可能性がある。

原石

TP98-2で は、黒耀石原石が3層 から5点、4層

から19点の合計24点出上した。このうち、長さ4

cm、 幅 2 cm以下で厚さ1.4 cm以下、重量 13g以下、

平均重量 4.4gに まとまる小形の黒耀石原石 10点

をいわゆる「ズリ」として、石器の原料となり得る

「原石」から区別することができる。

黒耀石原石は、長さ4。 9cm～ 8.6 cm、 幅3.4 cm～ 5.9

cm、 厚さ1.5 cm～ 5.l cm、 重量34.5g～ 125.3gで、

平均重量75.5gに まとまる。これらの原石は各々、

原礫面のなす稜に摩滅が認められるが、稜線は

はっきりと残っている。

原石の形状は大きく二つに分けられる。一つは、

厚みのある亜円礫や角礫の一群である。これらは、

大形のものと小形のものに細分も可能ではある。

一

ヽ  _

TP98… 2出土の 1日 石器時代石器群 (5)

35(31+34)

第 23図
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勒

残る一つは、風化 した剥離面で覆われた板状長方

形をなす板状礫の一群である。亜円礫や角礫は 12

点、板状礫は 2点存在 しており、亜円礫や角礫が多

く存在 している。

剥片 (第 22～ 25図 、写真 16～ 19)

剥片で完形のものは、3層 出土の32点 中 19点 、

4層 出土の 238点 中93点である。残る合計 158点

の剥片は、一端が欠損面で構成されていた。このた

め、3層および 4層から出土 した剥片全体では、完

形の剥片は半数にも満たない。 3層 と4層 から出

土 した剥片を相互に比較すると、 4層 出土の剥片

のほうが欠損率で 3層 出土の剥片よりも高い傾向

がある。TP98-1出土石器群と同様、剥片の欠損率

は全体で 6割以上に達する。

概要  4層 出土の剥片のうち、原礫面の状態が

欠損により不明なもの33点 を除く合計 205点のう

ち、背面が全面にわたつて原礫面で覆われる剥片

は32点、一部に原礫面を残す剥片は 109点、剥離

面のみで背面が構成される剥片は64点ある。原礫

面で覆われる剥片と一部に原礫面をのこす剥片は、

剥離面のみで覆われる剥片と比較 して多いことが

わかる。TP98-1出土剥片と同様の傾向である。

37と 38の背面に認められるように、先行する剥

離に縦長剥片の剥離作業痕跡を残す剥片もあるが、

4層 から出土 した剥片全体にそのような例は少な

い。縦長に近い剥片の多くは、打面が狭小で、剥離

途上で潰れたものが多い。また、全体的に剥離軸が

写真 18  TP98‐2出土の旧石器時代石器群 (4)

斜めになる斜軸の剥片が多 く、それら剥片の縦断

面をみると、主要剥離面傾1に 湾曲する形状をなす

ものが特徴的である。こうしたことから、剥片の多

くは槍先形尖頭器やその未成品に関連する調整剥

片の一群であると思われる。

背面構成  背面構成が不明な31点 を除く207点

をTP98-1と 同様に背面構成のあり方から第 I・ Ⅱ。

Ⅲ群に分類 し観察 してみよう。

第 I群の剥片は合計32点ある。これらの剥片は、

比較的大形の縦長剥片 15や 、16、 18、 20な ど幅広

で不定形な剥片というように様々な形状からなる。

図に示 したやや幅広の縦長剥片のほか、背面に原

石の稜が取 り込まれ、全体的に肥厚 し、分厚なもの

が目立つ。このような剥片形状は、本群を中心に認

められ、他の群にはほとんど存在 しない。

第Ⅱ群の背面構成は、一枚 もしくは複数枚の剥

離面からなり、主要剥離面と同一方向で構成され

るもの、第Ⅲ群は背面構成が主要剥離面の剥離方

向とは異なる面を含めて構成されるものである。

前者は60点、後者は H5点ある。第Ⅱ群と第Ⅲ群

は、剥片全体の多くを占めることになる。同時に、

TP98-1と 同様、TP98-2出 土石器群にも第 24図 に

示すような薄手の剥片が両群に多 く存在する。両

地点が共通する剥片の組成を示す一方で、TP98-2

出土石器群では、第Ⅲ群の剥片が点数で第Ⅱ群の

ほぼ三倍組成 していることが指摘できる。Ⅱ群と

Ⅲ群における剥片の形状をみると、37、 38、 45の
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鷹山遺跡群V

ような縦長剥片も存在するが少ない。一方、主体を

なすのは、幅広や横長剥片および不定形な剥片で

あり、剥離軸が斜めになる斜軸の剥片が大多数を

占めている。また、第 23・ 2図に示したものを代

表として、多くの剥片では、縦断面が主要剥離面側

に湾曲した形状をなす。このことは第Ⅱ群と第Ⅲ

群に共通し、槍先形尖頭器の整形加工で生じた調

整剥片としての性格を反映していると思われる。

打面の構成  次に、打面の形状と種類について。

剥片 238点中、打面を観察できない101点 を除く

137点 を対象とする。打面の種類には、礫打面が53

点、単剥離打面が13点、複剥離打面が 17点存在

する。打面の形状には、面をなすものが70点、点

状が 18点、線状が26点、潰れたものが23点ある。

打面の種類として礫打面が多く用いられるあり方

や、打面の形状として面をなすあり方が多いこと

は、TP98-1と 共通している。では、背面構成と打

面の種類および形状の関係を観察してみよう。

打面と背面構成  第 I群の打面形状は、面をな

すもの 14点、点状2点、線状 4点、潰れが 1点で

ある。これらの打面の種類は、礫打面 16点、複剥

離打面 1点である。なお、単剥離打面は存在しな

い。第Ⅱ群の打面形状は、面をなすもの 19点、点

状 7点、線状 8点、潰れが 6点である。これらの打

面の種類は、礫打面 15点、単剥離打面 3点、複剥

離打面 4点である。第Ⅲ群の打面形状は、面をなす

もの 37点、点状 14点、線状 9点、潰れが 16点 で

ある。これらの打面の種類は、礫打面 22点、単剥

離打面 10点、複剥離打面 12点である。以上のよう

に、背面構成のあり方と打面の形状 と種類を観察

すると、背面構成とは関係なく礫打面が多い傾向

にあり、また、背面に剥離面が存在する剥片には、

剥離面からなる打面が認められる傾向がある。

以上のように、TP98-1で観察された剥片の特徴

は、TP98-2出土の石器群でも同様に存在 している

といえる。また、剥片全体の 1/2に近い点数につい

て剥片類の背面構成、形状、打面の形状と種類を観

察すると、先にみた槍先形尖頭器や残核等から推

定された剥片の特徴 とよく符合する。

剥片の形態  第 I群 にみられた厚手の剥片に加

えて、TP98-2の第Ⅱ群と第Ⅲ群の剥片には、比較

的重量がある厚手の剥片や、大形の剥片が存在 し

ている。第 22・ 23図 は、厚手の剥片を中心に図示

した。また、第 24図 には、薄手で小形な剥片のう

ち特徴的な剥片、第25図 には大形剥片を中心に示

した。

第 22図 24,26は、大きなリングで示されるよ

うに広い剥離面が背面に残され、縦断面 もやや内

写真 19 TP98‐ 2出土の旧石器時代石器群 (5)
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湾気味になる特徴がある。また24や 25は 、打′点に

対向する方向からの大きな剥離面も末端に残され

ている。第 23図 27～ 34は、同様に広い剥離面が

背面全体に存在する剥片。このうち、29～ 31の 剥

離面の一部は、ポジティブな面からなる。こうした

特徴から、これらの剥片は、原石あるいは応分に打

ち割られた原石からはじまる槍先形尖頭器の整形

加工のうち、初期段階で生 じた調整剥片の一群 と

位置付けられる。第23図 35・ 36の接合例は、そう

した整形加工が実際に行われていたことを示 して

いる。

第 25図 TP98… 2出上の旧石器時代石器群 (7)

第25図 の大形剥片 3点は、長さ4.3 cm～ 6 cm、 幅

5.l cm～ 6.6 cm、 厚さ 1.3 cm～ 2.2 cm、 重量 31.2g～

72.5g、 平均重量48.3gで ある。図示 した剥片は、

すべて折れている。これらの剥片が生 じたと思わ

れる槍先形尖頭器や残核は、TP98-2出土石器群中

にはみあたらない。

第24図 は、第Ⅱ群と第Ⅲ群の予J片 のうちいわゆ

る「ポイントフレーク」であり、槍先形尖頭器の整

形加工が行われていたことを、まず端的に示す剥

片である。形状をみると、不整形な縦長剥片や、横

長剥片または不定形な形状をなし、縦断面が主要

淳
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剥離面側に湾曲している。このような形状は、槍先

形尖頭器の器体表面に認められた矛J離面のあり方

ともよく符合する。主要剥離面側に湾曲する形状

は、槍先形尖頭器の左右縁辺から剥離された時に、

器体の形状を取 り込んだ結果生じたと考えられる。

なお、49と 51は 、樋状予J離 を有する槍先形尖頭

器の製作で生 じた削片に類似する資料である。試

掘調査により今回検出した石器群に、いわゆる有

樋尖頭器が本来的に組成するかどうかは今後の検

証を待つが、現段階では4/11え ば第 19図 3にみられ

たように、両面調整槍先形尖頭器の整形加工途上

で生 じた調整剥片の一種と理解 しておく。

星糞峠旧石器時代の一様本目

黒耀石原石と石器

まず最初に、TP98-2か ら出上 した黒耀石原石の

規格を、石器の素材という観点から石器と相互に

比較検討 してみよう。なぜなら、星糞峠鞍部一帯に

遺存する旧石器時代遺跡と黒耀石原石との関係を

具体的に明らかにすることは、今後の大きな課題

の一つである旧石器時代星糞峠における黒耀石の

利用形態を復原する研究に資すると思われるから

である。分析対象には完形品のみを用いる。

TP98-2か ら出土 した槍先形尖頭器の未成品と残

核には、すでに述べたように素材となった原石形

状を復原可能なものがある。槍先形尖頭器未成品

は、長さ 5 cm～ 9.2 cm、 幅 3.4 cm～ 5。 9 cm、 厚さ 1.7

cm～ 3.5 cm、 重量 22.4g～ 155gで平均重量 55。7g

である。一方残核は、最終景J離面に対応する打面か

ら測ると、長さ2.7 cm～ 8.6 cm、 幅 2.2 cm～ 6.2 cm、

厚さ1.8 cm～ 4。 35 cm、 重量 23.2g～ 130gで 、平均

重量は56.6gで ある。

次に、以上のような傾向を先にみたTP98-2出 土

原石の大 きさ、形状と比較すると9、 12、 13な ど

の残核が亜円礫あるいは亜角礫原石の一群を素材

としている一方で、 4や 7な どの両面調整槍先形

尖頭器などは、棒状あるいは板状礫の一群が素材

として用いられていることがわかる。ただ、よく観

察すると槍先形尖頭器に供されている原石には、

4の ようにあらかじめ断面三角形状が確保されて

いるような原石、 7の ように扁平な形状の原石と

いったように幾つか細分も可能である。

このような槍先形尖頭器未成品と残核の規格は、

黒耀石原石のうち亜円礫あるいは亜角礫の一群そ

して板状原石の規格範囲とほぼ重なる。

加工によつて重量が減少する槍先形尖頭器の石

器製作技術を考慮すると、第25図 の大形剥片や大

形の槍先形尖頭器 7は、TP98-2出土原石よりも大

形の原石から製作されたと考えられる。したがっ

て、TP98-2の石器原料には、今回出土しなかった

未検出の大形原石とTP98-2出 土原石の一群とを合

わせ、少なくとも三種類の原石が利用されていた

といえるだろう。

平均重量をみると、原石が 75。 7g、 槍先形尖頭

器が 55。7g、 残核が56.6gだ った。原石と石器の

間に認められる重量差は、槍先形尖頭器が20g、 残

核が19.lgに なる。これによると槍先形尖頭器の

整形加工および剥片剥離作業にともない、少なく

とも原石からほぼ20gに相当する剥片類が生じた

とも推定できる。加えて、TP98-2の 4層 から出土

した石器群で復原できた接合例によると、剥片の

平均重量は4.8gで ある。こうした、ほぼ完形であ

る剥片の平均重量をもとに単純計算すると、原石

からは約 4枚から5枚程度の剥片が剥がされたと

推定できる。もちろん最低限での参考見積りであ

るが、剥片の観察からも判明したように、石器群が

残された場所的な特性の一つに関連して、原石に

はじまる初期的な石器製作作業の実態を反映する

参考数値としておくこともできる。

1目石器時代石器群の出土状況と採掘活動

TP98-1  これまでに実施してきた星糞峠鞍部の

調査にともなう旧石器時代遺物の出土状況 (鷹 山

遺跡群調査団編 2000)と を考え合わせると、ま

ずTP98-1の 3層 から出上した17点の石器は、旧石

器時代遺物が包含されるローム質上が採掘活動に

より掘削され、排土の移動にともない原位置をは
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なれた資料群と判断される。また、ローム質土より

上層から出土 した石器の表面の傷や風化の度合い

が 4層 出土石器と異なることは、遺物の移動によ

る埋没過程の影響を受けたものと考えられる。

そして、TP98-1の 2層 と4層 との間で 3層 をこ

えて接合例が検出されたことは、採掘活動による

旧石器時代石器群包含層の一部破壊が採掘活動に

ともなって生 じていたことの証左でもある。 3層

中からも4層 出上の剥片類と形態的に共通する剥

片が出土している。また一方で、石器群本体からか

い離 して採掘による排土中に再堆積 した剥片が、

ローム質土出土石器と接合 したということは、採

掘活動そのものが行われた地点もさほど離れた地

点ではないことが充分に予測できる。

TP98-2  TP98… 2で は、採掘活動にともなう再堆

積土と考えられる 2層 からは黒耀石製石器群の出

土を確認できなかった。この点は試掘調査 という

遺物回収方法の問題 もあり、それを事実とするに

は今後の追証が必要である。しかしながら、遺物の

出上が相対的に少数であったローム質土である 3

層から4層へ と集中して旧石器時代遺物が包含さ

れている状況は、旧石器時代遺跡で通常経験的に

観察される遺物垂直分布のあり方とも共通すると

思われる。当該石器群の本体が、4層 にほぼ原位置

を保つた状況で周辺にも遺存 している可能性が高

いことを示唆 している。なお、TP98-2の調査下底

面 5層 では遺物は出上 しなかったため、暫定的に

4層 を遺物包含層 として理解 してお く。

今後の課題

TP98-2で は4層 出土の石器群に接合例が確認さ

れている。接合例のなかには、剥片どうしや、剥片

の打面付近に砕片が接合するものが含まれる。つ

まり、こうした接合例が組成する石器群の内容は、

石器製作址としての要件を備えたTP98-2-帯の場

所的な特性を示唆 している。このことからも改め

て、 4層 から出上 した石器群の遺存状況が一括性

Ⅱ 星糞峠黒耀石採掘址群の広がりと地下構造

を保つていることを再確認することもできる。今

後の1真重な発掘調査によつて、上位に堆積する採

掘排土から検証される採掘活動時期 と旧石器時代

石器群 との具体的なクロノロジーを復原すること

を、まず課題としておきたい (課題① )。

TP98-1お よびTP98-2か ら出上した旧石器時代石

器群の出土状況は、ローム質土に包含され原位置

を保ち一括性の高い状況を示していた。しかしな

がら、緩斜面北半部における基本土層堆積として

のローム質土の堆積層序はいまだ不確定である。

ローム質上の全体的な堆積層序の中に旧石器時代

遺物包含層の位置を確定することは、今後の大き

な課題である (課題②)。

今後の検証を必要とするが、TP98-2出土石器群

を含む緩斜面北半部に遺存する石器群は、石器製

作の初期段階的な内容からして、何らかの形での

原石の獲得を行ってた可能性が高い。関連して、石

器原料 となっていながら、原石としては未検出

だったより大形の一群があったことに注意してお

きたい。しかしながら、採掘活動の対象となった鉱

脈の同定とともに旧石器時代石器群がかかわる黒

耀石原石の産状とその獲得形態はいまだ不明であ

り今後の課題として残された (課題③)。

今回の試掘調査で出土した石器群の組成と形態

の特徴からは、槍先形尖頭器を主体とし、ナイフ形

石器をともなう石器群が松沢川源流部に面した星

糞峠鞍部の埋没谷地形にある程度の広がりをもっ

て展開している可能性が高いことが示された。ま

た、石器製作の内容からは、剥片景1離技術を駆使し

て各種剥片石器を製作することに重点をおくとい

うよりは、むしろ両面調整槍先形尖頭器の製作に

偏った石器群の性格が予測されてくる。今後の発

掘調査を通して、石器群の性格や編年的な位置付

けについてより具体的に明らかにしていく必要が
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鷹山遺跡群V

Ⅲ 黒耀石の分布 と採掘地形の成 り立ち

遺跡群と黒耀石の分布

星糞峠を挟む高松山、虫倉山の直線的な尾根の

南佃1に は、「鷹山断層」が走 り、山稜付近に沿って基

盤となる安山岩体が東西に連なる壁となって露呈

している。鷹山川を挟んで、盆地状の全体地形を構

成する北側の斜面は、この断層崖直下に堆積する

崖錐性堆積物によって形成されているが、その急

斜面の一帯には、鷹山集落の開墾によって掘 り抜

かれた巨石がいたる所にみられ、山体の崩落がい

かに規模の大きなものであったかをうかがい知る

ことができる。また、星糞峠の鞍部については、和

田村の松沢川から大笹山北麓の谷に向かって、高

松山と虫倉山を分断する断層によつて形成された

可能性が指摘されてお り、峠に面する虫倉山南西

斜面の基本地形は、この南北―東西に交差する断

層線による影響を大きく受けて形成されたことが

予測される。

一方、鷹山地区における黒耀石の産出源につい

ては、現在までのところ、この星糞峠から虫倉山斜

面の一帯が有力視されている。黒耀石自体の生成

形態としては、和田峠や星ヶ塔にみられるような

火道タイプのものと、溶岩がゆっくり地表面を流

れ出した際に形成される流動タイプとが知られて

いる。この生成形態と黒耀石自体の特色との関係

を考えた場合、より松脂岩に近い水分含有量の高

さを特徴 とする鷹山地区の黒耀石は、流動タイプ

に形成されやすいという点が指摘されている (森

嶋 1996)が、形成直後の地形が、先に述べた地

質的な要因による改変を大きく受けてお り、その

実態は、本格的な地質調査が行われていないため

推測の域をでない。

しかし、鷹山遺跡群の形成に係わる黒耀石の産

出状況については、これまでの調査によって一定

l 鷹山遺跡群における黒耀石の分布 と星糞峠

の見通 しがとらえられている。つまり、虫倉山南西

斜面から星糞峠一帯におよぶ崩落等にともなう二

次堆積土中に含まれる黒耀石原石の存在と、星糞

峠を頂点 とする谷から、その直下の鷹山川に向

かつて扇形に裾野を広げるように崩落拡散 して

いった黒耀石原石が、さらに、そこから鷹山川下流

に向かって流出し、原石採集地点を流域沿いにま

で拡大 していった可能性が観察されている (鷹 山

遺跡群調査団編 1989)。 そして、その原石分布と

遺跡群 との時期的な対応関係については、 1日石器

時代の原石採集地点が鷹山川流域を中心 として、

一部、星糞峠から虫倉山裾部に及んでおり、縄文時

代については、少なくとも、草創期の後半より、星

糞峠から虫倉山南西斜面の一帯を対象として、採

掘活動による原石採取活動が展開していたことが

明らかにされている (鷹 山遺跡群調査団編 1999・

2000)。

この黒耀石の流出と拡散の要因は、先に触れた

山体自体の崩落や急峻な山肌を刻む沢筋と鷹山川

の氾濫によるものと考えられる。地層の特色と黒

耀石原石の包含状態をみていくと、虫倉山中腹で

は、黒耀石と共に生成された流紋岩起源の白色粘

質土層中に、砂状から人頭大におよぶ黒耀石原石

が含まれ、峠鞍部付近では、二次堆積のローム質土

層中に微小な流紋岩起源の自色粒子 と黒耀石原石

が包含されていることが発掘調査で確認されてい

る (同前 )。 また、峠直下にいたる星糞谷 と虫倉谷

から伸びる沢筋では、ズリ状の黒耀石原石が地表

面で観察されているが、鷹山川周囲の湿地部では、

やや汚れたローム質土層中と互層状に堆積する白

色粘質土層中に大小様々の黒耀石原石が包含され

ている。そして、鷹山川の下流域沿いでは、河川改

修に伴 う河床断面の観察において、その黒耀石原

石を包含する白色粘土層やローム層が、砂利層 と
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交互に起伏をなして堆積 している様子が確認され

ている。なお、下流域沿いで行われた、温泉探査に

伴うボーリング調査では、地表面下 170～ 210mの

霧ケ峰火山噴出物 (第四紀更新世中期)中 に、松脂

岩や砂状および粒状の黒耀石が互層をなして包含

されていることが確認されている。直接、観察ので

きた地層と黒耀石原石の包含状況は、いずれも、崖

錐性堆積物や、河川の流路に沿って押 し流されて

きた二次堆積物であり、それぞれの土層単位に含

まれる原石形状の特徴を把握することと、土層堆

積の年代を確定することが課題とされる。

星糞峠における黒耀石の産出状況と

採掘活動

遺跡群の形成と、黒耀石の産出状況 との相関関

係は、各時代の石器製作に必要とされる形状の黒

耀石原石が、どの一帯において、どのような状況で

入手できるかという点に大きく係わつてくるもの

と考えられる。例えば、旧石器時代において、ナイ

フ形石器の素材 となる良質の刃器を多量に生産 し

た第 I遺跡M地点では、長さ20 cm、 幅 15 cmを 越え

るような大形の礫をはじめ、握 り拳大以上の比較

的大きな立方体の亜角礫が石器原石 として採取選

別され、遺跡内に持ち込まれたことがうかがえる

が、その採取地点は、直前に流れる鷹山川河床、お

よび、その周囲の低湿地部であったと考えられる。

また、時期を新 しくして、第 I遺跡 S地点では、そ

こで量産された槍先形尖頭器の素材に、拳大程度

の原石と、それ以下の扁平、もしくは棒状の黒耀石

原石が使用されており、それは、時期が下るに従っ

て、入手できる黒耀石原石のサイズが小さくなっ

ていったことが推測されるものであった。

入手できる黒耀石原石のサイズの小形化は、鷹

山川流域で採集可能な原石の枯渇化を反映するも

のであった可能性も指摘できる。河川改修の断面

等で確認されている黒耀石の包含状態は、全体 と

して、時代が新 しくなるに従つて、よリガヽ さな「ズ

リ」状の原石形態に推移 してい く状況を示 してい

Ⅲ 黒耀石の分布と採掘地形の成り立ち

る。つまり、流域に原石を供給する要因となった虫

倉山南西部の山体崩落の後、い く度かの小規模な

地形変遷を経て、次第に安定 した地理的環境下に

黒耀石原石の包含層を厚 く覆う黒色上が形成され、

おそらく、河床や地表面近 くでの原石採集が不可

育毬となっていったことが推測できる。そして、糸亀文

時代以降になると、原石の入手方法は、星糞峠から

虫倉山南西斜面の供給源において、直接、地下資源

として埋蔵される黒耀石原石の採掘へと転換 して

いったものと考えられよう。

縄文時代における採掘活動の展開と、その原石

採取地として対象 となった、虫倉山南西斜面から

星糞峠一帯における黒耀石原石の産出状況との関

係については、対象地全域に錯綜するように入 り

組む採掘址が広がってお り、現状で把握できる複

雑な地形は、その大半が採掘 という後世の人為的

な行為の結果として形成されたものであると理解

されている。したがって、それらの行為が開始され

る以前の自然地形において、彼 らがどのような状

況で原石の包含状態を認識 していたかについては、

判断が難 しいところでもあり、今後の調査の課題

とされている。

しかし、現時点で、この一帯の黒耀石原石の産出

状況 をうかが うことので きるデータとしては、

1991年から1994年 に調査が実施された、虫倉山南

西斜面の中腹に位置する第 1号採掘址において、

地表面下約 2mの竪坑最下部で、採掘活動の目的

となる「鉱脈」と判断される土層が確認されている。

この上層は、風化 した流紋岩起源の白色粘質上層

である可能性が高 く、土層中に一見、拳大の黒耀石

原石の包含状態が確認されたが、この黒耀石原石

は、取 り上げの際に、節理面からさらに小さく分離

してしまうものであった。

一方、1995・ 1996年 に トレンチ調査が実施され

た第 39号採掘址中の竪坑群の最下部、および、松

沢川源流部に面 した峠鞍部の埋没谷地形に設定さ

れた試掘坑 1に おいては、黄褐色のローム質土層

がいわゆる地山と判断され、この土層中にも拳大
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から人頭大程度の黒耀石原石が含まれていた (鷹

山遺跡群調査団編 2000)。 それらの黒耀石原石は

亜角礫状であり、第 1号採掘址下底部の白色粘質

土層中の原石より、全体に風化・円磨が進んで淘汰

されている。包含層自体の成因は、虫倉山南西斜面

の上位に位置すると思われる、一次的な産出地の

黒耀石の岩相が崩落 し、転礫 として本黄褐色の

ローム質土層の二次的な移動、再堆積に伴い取 り

込まれたものと考えられる。そして、中腹の第 1号

採掘址とは黒耀石原石が包含される基本土層が明

らかに異なることと、黒耀石原石自体の淘汰の状

況が異なることは、その一時的な産出地点との距

離関係を反映しているものと考えられよう。

なお、草創期後半の採掘活動が集中する峠鞍部

から虫倉山の裾部にかけては、採掘址群によって

大きく撹乱を受けながら、部分的に槍先形尖頭器

を主体 とする旧石器時代の石器製作址の所在が確

認されている。第39号採掘址の下底面に認められ

た黒耀石原石の包含層は、その旧石器時代の遺物包

含層 と一致するものでもあった。また、前章で述べ

たように1998年 の調査では、採掘址の起伏が緩や

かな緩斜面北半部で、表土下数十cmの 浅い深度か

ら、大量の旧石器時代の遺物が検出されており、そ

れらは、旧石器時代のある段階において、一帯の黒

耀石原石が一部、地表面に露呈するような状況を

想起させるものであると同時に、当時の黒耀石原

石の産状 とその変遷過程を明らかにすることは、

縄文時代の人達が、土層中の原石包含状況について

の情報をどのようにして認識するに至ったか、採

掘活動の初源とその動機を知る重要な鍵を握って

いると考えられる。

草倉J期後半期における

黒耀石の搬出形態と採掘残滓の構成

採掘址群の一帯には、彩 しい量の黒耀石原石と

人為的な加工の痕跡を示す残核・剥片・砕片、そし

て石器が存在する。これらの資料は、原産地におけ

る一連の採掘行為とどの様な対応関係をもつので

あろうか。

まず、現在我々が直接目にすることのできる黒

耀石原石は、わずかに掘 り残された自然層位中に

包含される資料と、採掘時に掘 り出された、いわゆ

る排出土中に含まれる膨大な量の小さな原石であ

る。自然層位中の原石については、これまでに、大

きなもので一辺 20 cmを 越えるものから、いわゆる

拳大と表現される 8 cm前 後の原石が確認されてお

り、それらの亜角礫状で立方体を呈する原石をは

じめ、「ズリ」と称される小さな原石までを含める

と、板状の扁平な原石から棒状、そして、剥片状の

ものまで、サイズ・形状共に非常にバラエテイに富

んでいる。これらの中で、採掘活動の対象となった

原石形態、つまり、縄文人が必要としていた黒耀石

原石は、どの様なものだったのだろうか、また、ど

の様な方法で、この一帯から搬出していたのだろ

うか。

この黒耀石の原石形態 と搬出形態については、

星糞峠主要調査区において検出された 1号遺構の

資料分析を通 して、その復原が試みられている。そ

の結果としては、少なくとも、峠の松沢川源流部に

面 した埋没谷地形において採掘活動が集中する草

創期後半には、スクレーパーなどの石器の素材と

して形状的な条件を満たす板状の原石、そして、大

形原石から剥片剥離の段階を経た石器の素材剥片

が選択・搬出され、鞍部の一帯に分布する彩 しい量

の、残核・剥片・砕片類は、その搬出形態を生産す

るために行われた活発な石器製作の残滓であり、ま

た、小さな原石も、一定の基準をもとに選別・廃棄

された、いわば採掘の残滓であることが推定され

た。そして、間接的ではあるが、搬入側に位置付け

られる当該期の消費地遺跡では、こうした原産地

遺跡に残された石器群組成に連鎖 し、かつ石器製

作工程の後半部分を補完するような石器群組成を

特徴とするということである(横山 2000)。

虫倉山裾部から中腹にかけての

採掘残滓の概要
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石・残核・剥片・砕片は、一連の石器製作工程が、原

産地遺跡から消費地遺跡へという空FH5を 隔てて段

階的な先後関係をもって展開する、革創期後半期

の需用 と供給の特色を反映するものであった。で

は、採掘址群全体をみた場合、その採掘残津ともい

える石器群組成に時期的な相違を提えることがで

きるであろうか。

本採掘址群で、採掘活動の時期が明らかにされ

ているのは、星糞峠主要調査区の 1号遺構、およ

び、それに隣接するol号竪坑と、虫倉山中腹の第

1号採掘址のみである。他の時期に帰属する採掘

址の存在や、採掘活動の継続期間等については、現

段階では明らかではないが、縄文時代後期の加曾利

B式が伴出した第 1号採掘址の調査では、堅坑の切

り合い関係から、基本的に山体斜面の下位から上方

に向かって採掘が展開している傾向がとらえられ

た。そして、峠鞍部の主要調査区は、その予測から

採掘活動の初源を探る目的のもとに設定され、そ

の結果としてより古い草創期後半の採掘活動が確

認された経緯がある。

前章ですでにみたように、峠鞍部に特徴的な採

掘地形である埋没谷に接する虫倉山裾部から中腹

においては、採掘活動の痕跡を示す凹みが連続す

るように広がってお り、同様に、地表面に数多 くの

黒耀石資料が分布 している。その資料は、峠鞍部と

比較 した場合、どのような特徴をもっているのであ

ろうか。1998年 度に地元の子供達を中心に開催 し

た『鷹山遺跡教室』では、その概要の把握を目的と

して、この一帯の任意に設定 した15個所において

表面採集調査を実施 した。その資料をもとに、全体

の傾向を概観 してみよう。

遺跡教室で実施 した表面採集調査は、凹みの中

央に 2× 2mを 基準 とした採集範囲を設定 し、地

表面に分布する全資料をサンプルとして採集 した。

その結果は、表 4に示 したとおりであるが、いくつ

かの興味深い特色を抽出することができる。

まず、採集できた資料は、原石・残核 。剥片・砕

Ⅲ 黒耀石の分布と採掘地形の成り立ち

片・石器に分類することができる。全体的な特徴 と

しては、原石が多い点はいうまでもないが、2 cm未

満のサイズのものが最も多 く、 3 cm以 上の比較的

大きいものは、亜円礫、あるいは、気泡の多い原礫

面が発達 したものが顕著で、峠鞍部 と同様に石核

原石としては選択の対象から外されたものと考え

ることができる。

原石に次いで、数量が多いのが、剥片、そして、

砕片であるが、背面に自然面を有するものが約70

%を 占め、剥片剥離工程において、その初期段階の

ものが主体をなしていることがうかがえる。一方、

その剥片の総数に対 して、残核は4分の 1程の組

成率をもつが、それぞれの残核に認められる剥離

数や剥片形状は、1な いしは 2枚程度の小形で、不

定形なものが多 く、剥片類に対する481体数として

は、その数が圧倒的に少ないことが指摘できる。つ

まり、残滓として廃棄された初期的な景J片が剥離

された石核の多 くは、遺跡夕ヽへ搬出された可能性が

考えられる。

残滓類に対 して、加工の認められる石器 として

は、スクレーパー類 と両極剥離痕をもつ石器が採

集されている。総点数としては、lo2点 と以外に多

かったが、典型的な石器として認識 されるものは

極めて少ない。比較的明確な加工によって刃部が

作出されたスクレーパーは、第 10号採掘址の 1点

のみであり、その素材は、剥片状の原石を用いたも

のであった。これ以外に石器としたものは、素材縁

辺部に微細な連続する剥離痕をもつ ものであ り、

その形態から広義の意味でのスクレーパーとして

分類 した。しかしそれらも、その多 くが剥片状の原

石をそのまま利用 したものであった。なお、両極剥

離痕をもつ石器は、第19号採掘址の 1点 のみであ

り、峠鞍部と対照的である。

以上の全体的な傾向を、各採集地点ごとに比較

した場合、何 らかのエリア的な傾向があるのだろ

う/Jヽ 。

採集地点ごとの石器組成を比較 してみると、そ

の特徴は、グラフ 1に示 したように大 きく3つ の
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類型としてとらえることができた。

A類型は、残核・剥片が一定の組成率を占めるも

ので、残核 と剥片の関係は、石核 1に対 して剥片が

その 2倍以上の組成率を示している。景J片 ・砕片

は、その多 くが背面に自然面を有するものであっ

たが、残核に認められる剥離面 も単発的なものが

多い。残核自体のサイズは 2 cm未満のものが主体

を占め、比較的大きなものは、気泡の多い原礫面が

発達 したものや、原石内部におよぶ節理面が発達

したもので、これらに認められる極めて部分的な

最J離の痕跡は、石核素材の選択の際に、判別が必要

とされた一部の原石に対する試験的な剥離行為の

結果と考えることはできないだろうか。

さて、このA類型とされる石器製作の展開は、第

26図 にあるように、調査の対象となった虫倉山斜

面の南半に分布的なまとまりをもっていることが

注意される。そして、この中でも、中腹の平坦部南

端に位置する第 87号 。第 19号採掘l■では、剥片・

石器の点数、および組成率が他を大きく上回つて

お り、石器群の性格に違いが認められる。他の採掘

址では、剥片のほとんどが背面に自然面を有する

資料であるのに対 して、この第87号 。第19号採掘

址では、剥離面のみの背面構成の資料が半数を占

め、また石器 も剥片を素材とした二次加工の認め

られる石器が多 く、中腹平坦部の南端においては、

同じ石器群類型に帰属 しながらも、その位置的な

条件を背景として、周囲とは若干異なる石器製作

の展開があった可能性がうかがえる。

B類型の特色としては、背面に自然面を有する

予J片・砕片が組成率の主体を占めるもので、これに

対 して残核は圧倒的にその点数が少ない。分布的

な傾向としては、A類型と対照的に虫倉山斜面の

北半にまとまりを持つているが、この中では、近接

する第 124号 。第 24号 。第 26号採掘址において

剥片・砕片の点数が多い上に、背面構成が剥離面の

比率 も高いという特色がうかがえる。特に、第 124

号 。第26号採掘址では残核が皆無であり、石核の

整形に関わる石器製作 と、その持ち出しがこの一

Ⅲ 黒耀石の分布と採掘地形の成り立ち

帯を中心に行われていたことが推測される。

C類型は、砕片が主体を占めるものであるが、中

腹の傾斜変換部に位置する第171号 。第 8号採掘址

では、原石以外の資料数が非常に少なく、あるい

は、虫倉山裾部の第38号採掘址 と性格が異なるよ

うである。砕片自体の特色としては、第38号採掘

址では、そのほとんどが背面に自然面を残す資料

であり、一方、数は少ないが、第 171号 。第 8号採

掘址の資料は、背面が剥離面で構成されていた。こ

れらの性格付けに関しては、今後、峠鞍部側と虫倉

山斜面の急斜面部に調査範囲を広げ、データを補

足する必要があると思われる。

以上、本分析の資料は、あくまでも地表面におけ

る採集資料であったが、各石器群類型単位と、石器

群自体の特徴に分布上のまとまりが対応する興味

深い傾向を提えることができた。この相違は、一連

の採掘活動において、地点ごとに、特にその搬出形

態の違いにもとづく石器製作行為が展開していた

ことや、その分布的なまとまりの中でも、第87号・

第 19号採掘址のように、傾斜変換部の平坦面にお

ける比較的活発な石器製作活動がうかがえると

いった地形的な特色を背景として、場としての機

能の差を反映するものと考える事ができた。それ

らの要因については、実際の発掘調査によって明

らかにされる点でもあるが、その背景としては、入

手可能な原石形態の地点間における相違や、集団

や時期の差を反映する可能性も十分に考えられ、

今後の調査計画に、より具体的な課題を提言する

貴重なデータということができよう。

石器群組成と採掘活動の復原

採掘址群から搬出された黒耀石原石の形態と、

その搬出方法を明らかにする視点としては、以上

のように、原産地遺跡に残された、石器群の分析と

ともに、黒耀石原石を搬入する佃1の 遺跡において

実際にどの様な原石を用いて石器製作を行ってい

るか、また、黒耀石貯蔵例にみられるような保有形

態を、時期的な変遷と共に対比することが有効と
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考えられる。

すでに、星糞峠鞍部における草創期後半の採掘

活動および、それに連動する石器製作 と搬出活動

は、空間を越えて消費地遺跡との連鎖性を有する

内容として理解することができた。つまり、当時の

黒耀石をめぐる生産と流通、そして消費に至るシ

ステムは、原産地遺跡において一定期間の滞在性

を示す遺構群を伴 う石器原料の生産と、消費地遺

跡における石器製品の生産と消費という構造に支

えられるものであった。

一方、この生産構造は、時期によつても異なる可

能性が指摘できる。町内で確認されている縄文時

代前期以降の集落では、黒耀石関連の石器群全体

をみると、大 きく二つの特徴が注目される。一つに

は、供給源において観察された採掘残滓を含むバラ

エテイに富んだ原石形態が持ち込まれている点で

ある。これは、一括 して持ち運ばれた原石が、消費

地側においても、さらに選択され、条件を満たさな

かつた部分が遺跡内に廃棄されたことを示 してい

る。

そして、石器製作の技術的な特色としては、石核

素材、そして石器の素材となる剥片自体 も多様性

Ⅲ 黒耀石の分布と採掘地形の成り立ち

をもつ形態が幅広く用いられており、それに対応

する多様な調整加工の運用によつて、機能性を重

視した石器製作が展開していたことが観察できる

(大竹 2000)。 この様な石器製作技術の確立は、縄

文時代早期のある段階から認められ、縄文時代前

期の定住化に伴って、遺跡の機能分化と、剥片石器

を中心とする集落内での集約的な石器生産体系が

整っていったと考えることができる。一方、この剥

片石器の原料を供給する黒耀石鉱山では、石器群

組成の類型が地点的なまとまりとして捉えられた

が、それは、このような時期的な石器生産体系の変

遷や、それぞれの採掘活動の期FE5や周期の実態を

反映するものである可能性が指摘できよう。

なお、補足的ではあるが、早期末から検出例が認

められている『黒耀石の貯蔵例』は、拳大前後のサ

イズを基本として、一部に剥離痕を有しながら、そ

のほとんどが未消費のまま遺跡に残されていると

いう特異なあり方を示している。亜角礫状の原石

形態は、原産地の一帯から採取されたものと思わ

れるが、その性格については、石器製作、および、

石器原料の消費とは異なる視点からの検討も必要

であろう。 (大竹幸恵)
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採掘ljLの 分布とその構成

前章では、採掘址群を四つの地形に分けて、それ

ぞれの地形の全体的な特徴と採掘址の分布を概観

した。ここではまず最初に、類型的に区別された採

掘址の形状を採掘址群全体における分布の傾向と

して再構成してみよう。

ところで、採掘tI「_の分布や配列のあり方につい

てはすでに「ジグザグに配列する場合」「横方向に

間隔をおいて配列する場合」「縦に連接する場合」

など、幾つかのあり方が指摘されている (安蒜・小

杉 1993)。 前章でも部分的に触れたように、採掘

址は、見方によっては上端・尾根状微地形。谷状微

地形・テラス部・下端というように、それぞれの地

形要素がイ固々 の採掘址の形を作り上げているよう

にも観察できるが、一方では、斜面の上方と下方で

隣接する採掘址どうしで共有されている上端と下

端、さらには横方向で隣接する採掘址どうしで共

有されている尾根状微地形というように、採掘址

はお互いに連接して地形の単位をなしている公算

が高い。そこで次に、こうした観点から、現地踏査

の成果にもとづき採掘址の地形的なつながり方に

焦点をあてて、採掘址群の地形的なまとまり、すな

わち採掘地形の単位をとらえる試みを行ってみよ

う。ただし、複数回におよぶ採掘活動とその後の竪

坑埋没および採掘址の形成という一連のプロセス

の複合からなると予測される採掘地形の単位が、

どのように具体的に形成されたのか、そして実際

の採掘活動にかかわる有為な単位としてまとまり

があるのか、こうした実態解明は今後の発掘調査

の課題となる。

採掘址類型 1の分布 (第 27図 )

類型 Iの採掘址が分布している地形は、緩斜面

南半部、傾斜変換部、そして急斜面部である。星糞

峠鞍部と緩斜面北半部には分布していない。つま

り、類型 Iの採掘址は、分布の傾向として、採掘l■

群全体をみたとき、その周縁には分布 しないこと

が指摘できるのである。例外は、傾斜変換部の星糞

谷谷頭にある第 2号採掘址である。白色粘土の黒

耀石鉱脈の分布と関係があるのだろうか。

地形区分を一旦度外視 して、類型 Iの分布を観

察すると、採掘址群の全体的な広が りのなかで、そ

の中心部に展開していると指摘できるかもしれな

い。同時に、他の類型を類型 Iの まとまりの周辺に

押 し出すかのように比較的独自の分布領域を形成

してもいる。いいかえれば、このことは類型 Iを な

す各地形要素が発達 していることを反映している。

類型 Iの分布を子細に観察すると、急斜面部に

展開する第41・ 43・ 59号採掘址の一群および第146・

8号採掘址と第157号採掘址は、標高をたがえて右

に左にと、同時に斜面の傾斜に対 して谷状微地形

とテラス部を結ぶ軸をずらしながら、いわば「ジグ

ザグ配列」の状況がみてとれる。各採掘址のテラス

部の標高を比べると一目瞭然である。一方、傾斜変

換部やその平坦部付近に分布する、第 7・ 5号採掘

址および第 10。 1号採掘址の一群のように、それ

ぞれ等高線にそった「並列的な配列」の状況もみて

とれるだろう。しかし、お互いにやや距離をおいて

いる。また、第 2・ 11・ 26・ 33号採掘址のように、

緩斜面南半部を中心に類型 Iの採掘址が単独で分

布する場合もある。

したがって、類型 Iの採掘址は、急斜面部と傾斜

変換部では相対的に分布の密度が高 く、緩斜面部

へと地形が緩やかになり同時に標高を下がるほど、

分布の密度が低 くなり数も相対的に減少 していく

ことが指摘できる。

採掘tlL類型画の分布 (第 27図 )

これに対 して、類型Ⅱの採掘址は、急斜面部南側

斜面から虫倉谷谷頭にかけて顕著なように、斜面

上方から下方へと密集し連続 して分布する、いわ

2 採掘址の分布 と「鉱区」のあり方
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第 27図 類型別にみた採掘址群の分布
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ば「縦列的な配列」の場合と、緩斜面部や急斜面部

の頂上付近において顕著なように、相対的に散漫

に分布する場合とがある。緩斜面部や急斜面部頂

上付近にみられる類型Ⅱの散漫な分布域では、類

型Шがその間隙を埋めるように分布 してもいる。

急斜面南側斜面から虫倉谷谷頭にかけての一群

のように、傾斜にそった類型 Ⅱの採掘址が「縦列的

に配列」するようにみられる場合、その結果形成さ

れた地形は、顕著なひな壇状の地形となる。一方、

緩斜面部においては、等高線にそった「並列的なE・L

列」をとる傾向が強い。現地踏査を行うと、それぞ

れの上端と下端の高まりが若干のでこぼこはある

にしても、尾根状微地形が全体的に横方向で連接

し、類型Ⅲを巻き込みながらいくつかの帯状の分

布領域として区分されてくることがわかる。

さて、急斜面部を登 り切つた一帯には、起伏は大

きくはないものの、平面的な規模では類型 Iを 凌

ぐ第 73・ 65。 64号採掘址といった類型 Ⅱが展開し

ている。採掘址群の頂上部での様相 として注意 し

ておきたい。地下構造については、現段階で明らか

になっていることはほとんどない (表 6参照)。

類型Ⅱの採掘址は、急斜面部から傾斜変換部、そ

して緩斜面部へと分布が低密度になる傾向がある

ものの数的にはそれほど変化はない。むしろ、急斜

面部における「縦列的な配列」から、緩斜面部にお

ける帯状の分布領域を示すような「並列的な配列」

へと変化する様相、そして採掘址群頂上部での特

徴的な類型Ⅱの形状に注意 しよう。

採掘址類型Ⅲの分布 (第 27図 )

類型Ⅲの採掘址の分布で特筆すべ きは、採掘址

群全体を視野に入れたとき、周縁部にそれらの分

布が集中している点である。と同時に、急斜面部や

緩斜面部で主に類型Ⅱの分布の問隙を埋めるよう

に類型Ⅲが分布 していることも分かる。

すでに述べたように、緩斜面北半部で散漫に分

布する類型Ⅲについては、地表面やコンターでは

識別できない類型Ⅳの採掘址が、それらの間隙に

埋没 している可能性が高い。

類型 Iの分布を仮に採掘址群の中心部とすれば、

類型Ⅲの採掘址については、中心部から周縁にか

けて低密度な分布から高密度な分布へ と、同時に

数的にも増加するという変化の様相があることを

指摘できる。

採掘址群の分布構成

星糞峠黒耀石採掘址群全体の広が りは、各類型

の採掘址が群集 した分布のまとまりであり、総体

として 195基に達する採掘址の密集の度合いは極

めて高い。つまり、全ての採掘址はコンターにあら

われるように、時に緩やかにつらなり、時に密につ

らなる状況を保ちつつ、採掘址群の地形面を構成

しているのである。

これが意味することは、採掘址群が広がる星糞

峠から虫倉山斜面一帯の約45,000ぽ以上に達する

現在の地形は、採掘址がはっきりとはあらわれな

い星糞峠を含めて、少なくとも縄文時代における

黒耀石採掘活動によつて人為的に改変された地形

だということを示唆 している。地形改変の度合い

については、ようや く星糞峠鞍部でその一端が明

らかになった (本章 3節参照)。

そして、採掘址群の全体的な分布の構成は、採掘

址のランダムな群集によつて成 り立っているより

も、採掘址の形状 と分布についての上記のような

類型的な在 り方に関連 して何 らかの構成パターン

を示してもいるようだ。それは、先にみたような類

型それぞれに固有の分布傾向が、いわば星糞峠黒

耀石採掘 t」L群の中心 (類型 I)、 本体 (類型Ⅱ)そ

して周縁 (類型Ⅲ)を 構成する要素と提えられ、そ

のように組み立て直すことができるからである。

それぞれの場所に、それぞれの類型の採掘址が

特徴的に分布することには、おそらく黒耀石鉱脈

の産状、採掘活動と旧地形、採掘による排土の移動

範囲など相互にからみ合う要因が背景としてある

ものと予測されるが、星糞峠埋没谷地形、緩斜面北

半部と第39号採掘址、および傾斜変換部での発掘

調査で明かとなった事柄にもとづ く考古学的なモ

デルの構築は今後の課題である (表 6)。
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採掘IIL群のまとまり

これまで、採掘址形状の類型に関連 して、それぞ

れの分布の傾向をマクロな視点から再構成するこ

とを試みた。ところで、採掘址群の最小の作業単位

は採掘址の地下に埋没 した個々の竪坑である。そ

して、これら竪坑群は、採掘による排土などに起因

する再堆積土が覆土として堆積 し埋没することで、

次に個々の採掘址の形成に大きくかかわつている。

そして、採掘址は、いくつかの類型的な形状をなし

ながら、中心 。本体・周縁というように展開し、採

掘址群の全体を構成 していた。

しかしながら、測量図面をもとに現地を踏査 し

て地形を観察すると、個々の採掘址 と全体的な採

掘址群の分布構成との間には、いま一つ、採掘址の

地形的なまとまりといいうる階層がありそうだ。

それは、例えば第 15図 に掲載 した、類型 Ⅱの採

掘址である第 147号採掘址と類型 Iの 第 7号採掘

址 とは、尾根状微地形を共有 し合っている。と同時

に、その尾根状微地形には、類型Ⅱの第 9号採掘址

が形成されてもいる。これら採掘址群の地形的な

まとまりは、見方をかえると斜面上方で隣接する

複雑な形状をした第 8号採掘址とのFH3で、相互の

上端 と下端が共有されているが、 むしろ第 147・

9・ 7号採掘址のまとまりと第 8号採掘址 とを採

掘址群の地形的なまとまりとして別のものにして

いる。この点、典型的なのは同図にある第 1号採掘

址 と第 5号採掘址である。尾根状微地形に着目す

ると、二つの採掘址が一方の上端が他方の下端と

いうように地形要素を共有 しながらも、尾根状微

地形はそれぞれに固有のものがあって、両者が別

の採掘址 として地形的に区別できることが理解 し

やすい。通常は、これほどに尾根状微地形の変換が

はっきりととらえられる例は少ない。

また、同図によると、類型 Iで ある第 10号採掘

址 と類型Ⅲである第 171号採掘ll「_そ して第 14号採

掘llLも 、第 147・ 9。 7号採掘址のまとまりと同様

Ⅲ 採掘l」Lの分布と採掘地形の成り立ち

に地形的な採掘址群の単位ととらえることができ

る。ただこの場合、尾根状微地形を共有することで

まとまりが強調されるのではなく、むしろテラス

部を共有することで採掘址群の単位となっている。

第 147・ 9・ 7号採掘址は、7号採掘址の右翼に大

きく発達した尾根状微地形を介 して第 5号採掘址

へと地形的に連接 している。

同様に、第 10。 171・ 14号採掘址のまとまりも、

第 14号採掘址の右翼に大きく発達し、第 1号採掘

址の左翼に回りこむ尾根状微地形を介 して第 1号

採掘址と連接 している。加えて、第 1号採掘址の右

翼に発達 した尾根状微地形は、今度は斜面を回り

こんで第 3号採掘址と共有され、ここまで地形の

連接がおよんでいる。ここで第 14図 をみると、第

10・ 171・ 14・ 1・ 3号採掘址からなる地形的な採

掘址群のまとまりは、例えば標高的にその下位に

位置 し、地形的に連接 したまとまりととらえ得る

第 2・ 151・ 152・ 153・ 66号採掘址とは、はつきり

と単位 として区別できることがわかるだろう。そ

して、前者のまとまりは、急斜面部取 り付 きの地形

を取り巻くようにしてあり、いい換えれば、採掘址

群の総体が人為的に改変された地形である可能性

が高いことを思い起こせば、取り付き部という地

形そのものを採掘址群のまとまりが一連の地形と

して作 り直しているとみることができる。同様に

後者のまとまりは、虫倉谷谷頭の屈曲した地形そ

のものを採掘址群が作り直しているのである。

採掘地形の単位 (表 5)

このように接近して隣接している採掘址どうし

は、他と区別できる採掘址群の地形的なまとまり

として全域にわたつて整理することができる。こ

うしたまとまりを、個々の採掘址と採掘址群全体

の分布構成とをむすぶ採掘地形の単位として理解

することにしよう。

星糞峠鞍部、緩斜面部、傾斜変換部、急斜面部そ

れぞれで、以上のような観察方法をもとに現地踏

査を行い、採掘地形の単位をまとめたものが表 5

である。一続きの採掘地形には、各類型の採掘址が
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地形
区分

採掘llL群の地形的なまとまり

(尾根状微地形について等高線方向での共有関係をもとに復原)

(ア ンダーラインは類型 I、 イタリックは類型Ⅱ、それ以外は類型Ⅲ)

標高

(ほ ぼ上端を基準)

「鉱区」
番号

星
糞
峠
鞍
部

コ 松沢川源流部に面した埋没谷地形 (採掘址ととらえられるのは第116・ 115
・114・ 110。 107号採掘址。なお北限はC―TPl)

コ 星糞谷にある第fθ 2、 fθ3、 fθイ号採掘址は地形的な連接が顕著ではなく、

散漫に分布する。

1476-1500m付近

1474-1479m付近

１

　

　

　

２

緩
斜
面
部

北
半
部

□ 第119。 118。 f〃号採掘址の連接

□ 第120。 112、 121、 122、 123、 ゴ2イ、125、 126、 195号採掘址の連接は

相互に顕著ではない。散漫に分布する。

1480m付近

1485-1500m付近

３

４

南
半
部

□ 第109。 108・ 39。 105。 106号採掘址の連接

□ 第192・ 19θ号採掘址の連接

□ 第38・ 191号採掘址の連接

□ 第193・ 37・ 36・ 189号採掘址の連接

□ 第188。 35号採掘址の連接

□ 第187・ 3イ ・99。 98号採掘址の連接

□ 第以≫ 27・ 28。 29号採掘址の連接

□ 第31・ 3θ・31・ 32・ 97号採掘址の連接

□ 第186・ 24・ 185。 184号採掘址の連接

□ 第25・ 23・ 2f。 183・ 181・ 180。 178。 179・ 96号採掘llLの 連接

□ 第22・ 182・ 20。 175号採掘址の連接

□ 第173。 お 。177・ 176。 19。 94・ 95号採掘量の連接

□ 栞‐ ・f2・ 172・ 174号採掘址の連接

□ 第f3・ ″号採掘量の連接

□ 第101。 ノθθ号採掘址の地形的な連接は顕著ではない。

1483m付近

1484m付近

1485m付 近

1487m付近

1487m付近

1489m付近

1490m付近

1492m付近

1492m付 近

1493-1497m付近

1494-1496m付近

1498m付近

1496-1498m付近

1499m付 近

1486m付近

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

傾
斜
変
換
部

平
坦
面

El 第15。 16、 83、 84、 85、 86、 87、 88、 89号採掘址は、虫倉谷と緩斜面部
へとそれぞれ下端の向きを違えながら分布し、地形的な連接は顕著ではない。

1499m前後 20

虫
倉
谷
谷
頭

□ 第2・ 15f・ 152・ 153・ 66号採掘址の連接
□ 第90、 91、 92号採掘址の地形的な連接は顕著ではなく、散漫に分布する。

1498m付近
1488m付近

急
斜
画
部
取
付

第10。 171・ 14・ 上。3号採掘址の連接

第fイ 7。 9。 ■・148・ 爵 採掘l■の連接

第82・ 48。 49・ 50・ 67号採掘址の連接

□

□

□

1502m付近

1504m付近

1504m付近

つ
Ｏ
　
И
仕
　
広
Ｊ

２

２

２

急
斜
面
部

□ 第イ。155。 156・ イ7・ 159・ イ6号採掘址の連接

EI 第146・ 8号採掘址の連接

□ 第σ。157・ 158号採掘址の連接

□ 第イθ・f9イ号採掘址の連接

固 第f“ 。5f。 52・ 166号採掘址の連接

□ 第41・ 170。 イ2・ イ5。 イイ号採掘址の連接

□ 第ユ》 43・ 164。 163・ 162・ 5イ 。165。 70号採掘址の連接

□ 第55。 57・ 56・ 81号採掘l■の連接

□ 第ω・58。 6J・ 6∂ ・ff8・ 167・ 69・ 7f号採掘址の連接

□ 第

“

・ク・62・ 169号採掘址の連接

園 第131。 132・ ん 。137・ 74。 (135)。 あ号採掘址の連接 (第 135号採掘址

は第65号採掘量の上端とみることもできる)

78、  128、  129、  130、  75、□ 急斜面部北側斜面にある第145、 144、 76、 77、

142、 140、 141、 143、 140、 138号採掘址は、いずれも地形的な連接が顕

著ではない。

□ 急斜面部北側斜面の頂上付近にある第133、 134号採掘址は、いずれも地形

的な連接が顕著ではない。

1504m付 近
1506m付 近
1507m付 近

1510m付 近

1508-1512m付近
1510-1514m付近

1516m付 近

1520m付 近
1526m411‐近
1534m付 近

1538m付 近

1510-1532m付近

1542-1550m付近

26

27

28

29

30

31

32

33

34
35

36

37

38

表 5 地形別にみた採IFE地 形の単位一覧
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同居していることが多い。星糞峠黒耀石採掘址群

では、合計38の まとまりに採掘址群を地形的にま

とめ直すことができた。

星糞峠鞍部 (第 9図)では、そうした意味で採掘

地形の単位をとらえることは難しい。むしろ、くり

返し述べたように、松沢川源流部に面した緩やか

な埋没谷地形そのものを採掘地形の単位ととらえ

ておくことが現時点では妥当だろう。これまでに

実施した発掘調査の成果からも、地下に竪坑群が

密集している状況がとらえられている。

緩斜面北半部 (第 10図 )では、星糞峠鞍部の埋

没谷地形の縁辺で、かろうじて第 116・ 115・ 114・

110。 107号採掘址の連接が観察できる6こ れより

も斜面の上方は、はつきりとした採掘址群の連接

をとらえることは難しい場所だ。

緩斜面南半部 (第 10図 )で は、標高 1,483m付

近から累々とほぼ等高線に沿つて並列する15の採

掘地形の単位が復原できる。おおよそ四から八基

の採掘址が一つの採掘地形を構成している。相互

に共有する尾根状微地形は傾斜変換部ほどには全

体に発達しないが、採掘地形の単位は地形的に

はっきりと区別できる。

傾斜変換部 (第 14図 )の うち、平坦面では採掘

址どうしの連接は、はつきり視認できない (第 15、

16、 83、 84、 84、 85、 86、 87、 88、 89号採掘址)。

しかし、それぞれの採掘址は、虫倉谷方面そして緩

斜面方面へと下端の向きが地形に沿っていること

で共通している。一方、急斜面取り付きと虫倉谷谷

頭にある採掘地形の単位は、非常に印象的である。

急斜面部では、採掘址の連接をあらわす尾根状

微地形がよく発達し、採掘地形の単位が区分しや

すい。それぞれの単位は、ひな壇上に斜面に展開

し、特に類型Ⅱの密集する場所ととらえた南倶1斜

面では上下の間隔が狭まっている。北側斜面では

採掘址どうしの地形連接ははっきりとしない。

「鉱区」のあり方 (表 5)

採掘地形の単位に、仮に「鉱区」という名前をつ

けて、相互に区別しやすくしておこう (表 5)。 い

Ⅲ 採掘址の分布 と採掘地形の成 り立ち

うまでもなく「鉱区」は、採掘活動が遺跡化する過

程の最後の姿である現在の地形にもとづいた便宜

的な区別であり、採掘活動にともなって本来存在

していただろうと予沢1さ れる実際の鉱区割りに相

当する範囲を指しているわけではない。ここでい

う「鉱区」は、採掘時期、方法、範囲 (竪坑群から

なる作業単位)な どを確定したうえで、採掘活動を

反映する事実上の鉱区害Jり へと再編成される余地

を多分にもつことを踏まえた作業仮説である。

緩斜面部を形成した「鉱区」 「鉱区」のあり方に

もいくつかの種類がある。一つは類型 Illが中心と

なって浅い採掘址が比較的長距離にわたつて連接

するあり方である。例えば緩斜面部の第39号採掘

址を含む「鉱区」5(第 13図 )、 同じく緩斜面部の

「鉱区」14。 16である。また虫倉谷に面した急斜面

部の縁辺に形成されている「鉱区」25も このあり

方に含まれる。採掘址は密集して連接する傾向が

ある。この他に、緩斜面部の「鉱区」 3、 7、 10、

13が本目当する。

明らかに、緩斜面部を作り出している主要な「鉱

区」のあり方と理解できる。

二つめは、類型 Iや類型Ⅱが採掘地形単位のな

かに単独であって、これに類型Ⅲが付随して「鉱

区」をなすあり方である。例えば、緩斜面部の第26

号採掘址 (類型 I)を 中心とする「鉱区」11(第 13

図)、 同じく類型 Iの第33号採掘址を中心に緩斜面

部の一角に決りこむように形成されている「鉱区」

12(第 13図 )、 印象的な第 11号採掘址を中心とす

る「鉱区」17(第 13図 )がそうである。これらの

「鉱区」のあり方には、採掘址どうしが密集して連

接し、相対的に一区画にまとまりやすい傾向があ

る。この他に、緩斜面部の「鉱区」8、 9、 15、 急

斜面部の「鉱区」30、 33が相当する。

一つめのあり方とならんで、緩斜面部を作り出

している主要な「鉱区」のあり方である。また、急

斜面部南倶1斜面でも一区画をなすことがある。

傾斜変換部と急斜面部を形成した「鉱区」 三つ

めは、類型Ⅱを中心に「鉱区」をなすあり方である。
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例えば急斜面部の第 4・ 155。 156・ 47・ 159。 46号

採掘址からなる「鉱区」26が典型である (第 17図 )。

類型Ⅱが等高線方向だけでなく垂直方向にもジグ

ザグと密集して連接している。これに対して、同じ

急斜面部の第60・ 58・ 61・ 68・ 168・ 167・ 69。 71号

採掘址では、類型Ⅱの採掘址群が高低は緩やかな

ものの比較的大きく発達した尾根状微地形を介し

て「鉱区」34を なしている。そのうち、第68・ 168・

167・ 69・ 71号採掘址は「鉱区」26と 同様なあり方

である (第 17図 )。 「鉱区」34と 同様なあり方は、

類型Ⅲをともなうものの、やはり急斜面部の頂上

付近にある「鉱区」35や 36に認められる。この他

に緩斜面部の「鉱区」 6、 18、 急斜面部の「鉱区」

29が相当する。

明らかに、急斜面部を作り出している主要な「鉱

区」のあり方である。

四つめは、複数の類型 Iの採掘址が中心となっ

て、これに主に類型Ⅱが附随して「鉱区」をなすあ

り方である。複数の類型 Iのみ、あるいは類型 Iと

類型Ⅱのペアで「鉱区」をなす場合もある。まずは

傾斜変換部の急斜面取り付きに位置する「鉱区」23

と24が代表的である (第 15図 )。 急斜面部の「鉱

区」27の 第 146・ 8号採掘址と「鉱区」28の 第 6・

157号採掘址はそれぞれペアで「鉱区」をなす。類

型 Iがジグザグに配列しているようにみえる「鉱

区」31・ 32の一角は大掛かりに斜面がえぐれ、渓

谷のような景観である (第 17図 )。 ペアで単位をな

す場合は除いて、採掘址どうしは発達した尾根状

微地形を介して距離をおく傾向がある。また、虫倉

谷谷頭に位置する第 2号採掘址を中心とする「鉱

区」21も このあり方に相当するとしておこう。

これまでの「鉱区」のあり方のなかで、最も大規

模な「鉱区」である。そして、二つめと並んで、明

らかに傾斜変換部の急斜面取り付きから急斜面部

を作り出している主要な「鉱区」のあり方である。

その他の「鉱区」 五つめは、類型Ⅲの採掘址が

散漫に分布して、はっきりとした採掘址群の連接

を形成しないあり方である。星糞谷 (「鉱区」 2)、

緩斜面北半部 (「鉱区」4)、 傾斜変換部平坦面 (「鉱

区」20)、 虫倉谷 (「鉱区」22)、 急斜面部北倶1斜面

(「鉱区」37・ 38)がそうである。

星糞峠鞍部を形成した「鉱区」 六つめは、ほと

んど採掘址の視認が困難な「鉱区」1である。星糞

峠鞍部の松沢川源流部に面した埋没谷地形がそう

である。

以上、星糞峠黒耀石採掘址群の四次にわたる測

量調査の結果えられた測量図面と現地踏査による

地形観察をもとに、採掘址の形状を類型的に分類

し、その分布についての全体的な構成を概観した

うえで、採掘址群が地形的にまとまる採掘地形の

単位 (「鉱区」)を 再構成する試みをおこなった。測

量調査によって採掘址群の全体像を復原する試み

が許されるのは、ここまでである。例えば、地形的

な単位と観察される「鉱区」の実態解明は、今後の

発掘調査にゆだねることにしよう。

次節では、これまでの発据調査成果および本書

で述べてきた成果を総合しながら、鉱山研究にか

かわる今後の課題点を抽出し、今後の鉱山総合調

査の方向性を見い出すことで、四次にわたった星

糞峠黒耀石採掘鉱山測量調査のまとめにかえたい。

(島 田)
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3 星糞峠黒耀石採掘鉱山の研究 と課題

鉱山の広がりと活動の時期

第 1号採掘址の発掘調査 と並行 した1992年およ

び1993年 に実施 した第 1次 。第 2次減1量調査に加

え、1995年から1997に 実施 した星糞峠鞍部を中

心とした発掘調査により、本 障電文鉱山」について

新たな所見を積み重ねた私達は、1998年 および

1999年にかけて測量調査を追加実施 し徹底的な地

形観察を行った。その結果、標高 1,472m付 近の星

糞峠鞍部から1,550m付近の虫倉山稜線取 り付 き部

にかけて、面積が幅約 150m× 距離約300mの 少な

くとも45,000ぽ以上にわたり、採掘址 と目される

凹み地形が 195基以上確認される黒耀石採掘鉱山

の規模を復原するにいたつた。

第 1号採掘址に代表 されるような凹み地形の

各々を、私達は採掘址と呼び慣わしている。そし

て、第 1号採掘址と第 39号採掘址を発掘 して断面

を観察 した結果、地表面では一つの採掘痕跡にみ

える採掘址の地下には、黒耀石鉱脈に達する何本

もの竪掘 りの穴が互いに切 りあつて存在する事実

を確認 した。この一つの竪掘 り穴を竪坑と呼んで

いる。(鷹山遺跡群調査団 1994、 『鷹山遺跡群Ⅲ』

1999)。

これまでに判明した鉱山活動の内容は、黒耀石

原石の採掘 と搬出、および黒耀石原石の第一次的

な加工と搬出の二種類である。これまで判明して

いるなかで、原石の採掘は星糞峠鞍部における縄

文時代草創期の例 (01号竪坑ほか星糞峠主要調査

区)と 傾斜変換蔀やつ後期の例 (第 1号採掘址)が

確認されている。一方、原石の第一次的な加工が行

われていた時期としては星糞峠鞍部での縄文時代

草創期の例 (1号遺構ほか星糞峠主要調査区)が確

認されている。いずれも出土土器型式から活動時

期を推定している。

一つの遺跡としては広大な領域からなる星糞峠

Ⅲ 採掘址の分布 と採掘地形の成 り立ち

黒耀石採掘址群は、唯一の生活面によつてのみ形

成された遺跡ではなく、異なる場所と時期にまた

がって営まれた採掘活動および石器製作などそれ

に附随する活動の総体である。その広がりについ

ては、これまでの測量調査で、地下構造の検証を待

つ一部分を除いてという条件付 きで、ある程度の

確信をもってここに報告できた次第である。これ

に対 して、活動時期の特定やその継続時間、また採

掘対象となった黒燿石鉱脈の性状など今後の課題

は山積 している。これまでの発掘調査および今回

報告 した測量調査の成果を一つの契機として、さ

らなる鉱山活動の復原を目指すため、以下に本鉱

山にかかわる総合的な所見とあわせて今後の課題

点を抽出する作業を行いたい。

竪坑の掘削手順

星糞峠主要調査区では、一つの竪坑の形態をと

らえるため 01号竪坑の発掘を行 うことができた。

発掘は平面プランから想定される約 2/3に止まっ

たが、竪坑は大きさの異なる数段階の竪穴掘 りに

よって進行 していること、少なくとも二段階めの

竪穴底面で黒耀石鉱脈 (黄褐色ローム層)に達 し、

続 く三段階めの竪穴で本格的な黒耀石の採掘が行

われた経過が復原できた。竪坑最下底部、つまり採

掘作業の最前線での特徴 として、三段目の竪穴を

もとに横方向に掘られオーバーハングした横穴や、

黒耀石以外の岩石を除去 した跡あるいは何らかの

正具痕であろうか、さらに下方へと小さな穴が穿

たれている。現在の地表面から竪坑の最下底部ま

では、約2.5mで ある。竪坑の掘 り込み面は、地山

ローム上面より若干上位 と推定 しているが、確定

するには今後の調査が待たれる。01号竪坑は、少

なくとも東側で隣 り合う別のより古い竪坑覆土を

切つて形成された竪掘 り穴である。断面で観察で

きた切 り合い面 と地山ローム層の接線では、断面
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鷹山遺跡群V

山形に地山が残存 している。他の竪坑 と切 り合い

ながら竪穴の段掘 りによって掘削を進める方法は、

第 1号採掘址や第39号採掘址の断面調査で も確認

されている。

01号竪坑をうめる覆上の堆積は、調査区で確認

し得た限りで、表土黒色土以下 4つ の層群に区分

できる。比較的均質なローム質土からなる最下層

の第V層群の上面では、面的に分布する焼土と炭

化材そして黒耀石製の剥片・砕片類が密集して分

布していた。同様に、第Ⅲ層群上面でも断面で焼土

面が挟み込まれている状況を観察できた。一方、第

Ⅱ層群と第 I層群の堆積の様子からは、竪坑埋没

過程での旧地表面が凹み地形となっていたことが

推察される。現在の01号竪坑地表面は、ほぼ平坦

であるが、竪坑の埋没過程では一時的に鉱山各所

でみられるような凹み地形が、峠鞍部の平坦部に

も観察されたことだろう。

こうして、01号竪坑は、黒耀石の採掘作業終了

ののち、排上の人為的な投棄や自然堆積の埋没過

程を経るなか、何段階かにわったてそれぞれ火ど

ころをもつ施設として再利用されていることが半J

明したのである (『鷹山遺跡群Ⅳ』 2000)。

ところで、鉱山全体にわたって分布する個々の

採掘址が、竪坑群の掘削と排土の移動で人為的に

形成された地形であるとして、そうした地形が形

成されるにいたった一採掘作業の単位ともいうべ

き竪坑群の具体的な数や、排土の移動と堆積の立

体的な経過を復原するには、そのための発掘方法

からまず検討し、今後の実践を待たねばならない

(課題 1)。 また、竪穴掘りの位置を決めた経緯、い

いかえれば、どのようにして地下の黒耀石鉱脈の

有無を確認できたのかについても、今後の大きな

課題である (課題 2)。

黒耀石の鉱脈

現在の星糞峠とその一帯では、一次的な状態で

残存 している黒耀石露頭はこれまで確認されてい

ない。一方、竪坑の最下部が達 しているのは黒耀石

の包含層である。したがって、黒耀石鉱脈は、活動

当時、すでに二次堆積層としてあつたことになる。

第 1号採掘址では自色粘土層中、01号竪坑と第 39

号採掘址では黄褐色ローム層中に、それぞれ黒耀

石原石が含まれている (『鷹山遺跡群Ⅲ』 1999、

『同Ⅳ』 2000)。 このように、鉱山内でも数十mの

距離をおいて黒耀石包含層の状況は異なる。黒耀

石を含む白色粘土層は、星糞峠から谷を南に下つ

た湿地部でも確認されてはいる。しかし、鉱山の白

色粘土層と湿地部のそれとの関係は、いまだ不明

である。

黄褐色ローム層中の黒耀石は、星糞峠鞍部から

緩斜面部にかけて分布し、また、密集する一枚の地

層として広範囲に連なっているのではなく、部分

的な黒耀石原石のまとまりが散在する状況である

と予測している。白色粘土層の形成過程を含め、採

掘作業の前提として存在 していたはずの黒耀石が、

複数の包含状況をなすにいたった地質学的な背景

を知る必要があるとともに、星糞峠における黒耀

石生成過程自体についての検討 と検証が必要であ

る (課題 3)。

なお、今回幸風告 したTP98-1・ 2の 1大況からもわか

るように、鞍部から緩斜面部にかけ、第39号採掘

址やいくつかのテス トピットでは、黒耀石を含む

黄褐色ローム層中のほぼ同一レベルに後期旧石器

時代の石器群 (槍先形尖頭器)が包含されているこ

とを確認 している (『鷹曲遺跡群Ⅳ』 2000)。 竪坑

最下底部は当然この包含層に達 し、例えば第39号

採掘址を埋める採掘排土中には、同石器群の一部

と判断される石器が混入 している。今後、これら旧

石器時代石器群の出土層位 と周辺一帯における

ローム質上の基本堆積層序の確定が必要である。

同時に、旧石器時代における地表面と黒耀石の産

状を明らかにし、所々に黒耀石のまとまりが露出

していたのかどうか、そして旧石器時代に黒耀石

採掘が行われたのか否かを確定する必要がある

(課題 4 詳綱は本書彊章 3節 を参照)。
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縄文時代星糞峠の原風景

星糞峠鞍部一帯の地山ローム層上に堆積 してい

る採掘排土の厚さを測定 したところ、採掘排土を

除いた星糞峠鞍部の原風景は、現在小さな平坦面

をもつ鞍部がより狭 く小 さいうえ、急峻であった

事実が判明した。星糞峠をおおよそ南北で断ち割

る方向で、発掘区とボーリング地点の状況から採

掘排上の層厚を復原すると、推定復原されるかっ

ての地山ローム面から採掘作業後の現地山ローム

面まで、南方向から北方向にかけて漸次層厚を増

しながら、深い地点で約 2mに達する採掘排上の

堆積が認められたのである (『 鷹山遺跡群Ⅳ』

2000)。

縄文時代の鉱山活動により、地形が人工的な改

変を受けている事実について、ようや くその規模

を推定する手掛かりを得るにいたつた。現在、私達

が目にしている峠は、採掘作業が遺跡化 した人工

景観であり、それは採掘規模の大きさを反映 して

いるのである。

黒耀石鉱脈の課題 と関連 して、星糞峠鞍部にお

ける縄文時代草創期の地表面と黒耀石の産状を知

ることができれば、黒耀石採掘の契機ならびに採

掘が開始された地点を推定することも可能となる

だろう。また、鉱山全域を視野に入れたボーリング

調査を行うことによって、星糞峠について得 られ

た具体的な地形改変の状況をより面的に復原 して

いく手がかりとなるだろう (課題 5)。

地形改変の要因となった黒耀石採掘作業の内容

については、 しかしまだ判明していない事柄があ

まりにも多い。all記すると、一つの竪坑からの排出

土量 (土木量 )、 岩石を含む排土の具体的な移動方

法 (土木技術 )、 一つの竪坑での原石採掘量 (生産

量)、 採掘に係わった人の数と集団の性格 (組織 )、

採掘にかけた日数と期間 (採掘期間)、 採掘に用い

た工具と備品 (装備)な どである (課題 6)。

Ⅲ 採掘 l」「_の 分布 と採掘地形の成 り立ち

鉱山中腹に位置する第 1号採掘址を形成した採

据排土中からは、多量の黒耀石原石ならびに剥片

と少数の敲石と石斧類似の資料が出上し、土器を

ともなっている。限られた調査区のなかでは、竪坑

以外に遺構はみつかっていない (『鷹山遺跡群Ⅲ』

1999)。

一方、星糞峠主要調査区では、膨大な量にのぼる

黒耀石製の原石、残核、両極剥離痕をもつ石器、剥

片、砕片が出土する。加えて、多子L台石と敲石の出

土量にも目をみはるものがあるが、完成品である

礫器、石鏃、石斧類似の資料などは数えるに過ぎな

い。多孔台石と敲石は、黒耀石原石の一次加工の

際、両極剥離に使用された一連の道具立てと判断

している。竪坑および各遺構の覆土からは、草創期

後半に比定される刺突 。押圧縄文土器群 と回転縄

文土器群、そして帰属時期にはさらなる検討が必

要であるが無文土器および条痕文土器が出上 し、

石器群と共伴 している (『鷹山遺跡群Ⅳ』 2000)。

星糞峠主要調査区では、黒色土以下、調査区を共

通 して覆う褐色土があり、そして採掘排土などの

遺構覆土が鉱山本体方面へ厚 く堆積 している。出

土資料はその両者から出上 しているが、層位にも

とづ く時期的な区分や変遷の復原はできなかった。

一面に遺構平面プランが切 り合っている状況であ

る。

地山ローム層のレベルは、調査区西側と東側で、

採掘作業の影響により深いところでは lm以上の

段差をなしていることが 01号竪坑の発掘 とAlグ

リッドの深掘 り調査から推定される。

このように多数の遺構が切 りあうなか、01号竪

坑、石器製作場と推定している 1号遺構 と埋没過

程にある竪坑再利用の遺構 (2号遺構 )、 土坑 (土

坑 1～ 2)な どが検出されている。当然、全ての遺

構を発掘 し得たわけではない。

また、黒耀石製石器群や多孔台石、敲石は、複数

の濃密な集中域をなすものと思わるが、各々がお

互いに重複するため明確に区域分けできない状況

である (『鷹山遺跡群Ⅳ』 2000)。 出土遺物の原位出土遺物の構成
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置記録方法に今後の課題が残された (課題 7)。

草創期石器製作址からの搬出品に関連 して、長

野県お官の森裏遺跡、岐阜県椛の湖遺跡などの表

裏縄文土器にともなう黒耀石製石器群との比較に

もとづき、原産地遺跡と消費地遺跡間の関係を復

原する試みがなされている。その結果、選別された

採掘原石と素材剥片、および両極剥離痕をもつ石

器を含む石核が、鉱山から搬出された物品リス ト

にあがっている (『鷹山遺跡群Ⅳ』 2000)。

ところが、第 1号採掘址、第 39号採掘址、01号

竪坑での採掘作業の対象となった、黒耀石原石の

具体的な規格はまだ不明。掘 り残された黒耀石鉱

脈を発掘 し、定量的に原石の分析を行う必要があ

る (課題 8)。 そして、鉱山を起点とした黒耀石の

搬出範囲、その時期、搬出と消費の形態について理

科学的な分析をふまえながら周辺地域の様相を調

査する必要がある (課題 9)。

鉱山活動の進捗

鉱山活動の進捗について現在いえることは、縄

文時代草創期と推定する鉱山活動が、採掘と原石

の一次的な加工を一貫して行うものであったこと、

後期になると原石の採掘のみに重きがおかれてい

たらしいことである。この時期的なベクトルを鉱

山の広がりにあてはめると、鉱山活動は星糞峠鞍

部からまずは開始され、緩斜面部そして傾斜変換

部へと進捗していった公算が高い。しかし、鉱山全

体の形成に要した期間と活動時期の詳細について

は、今後の資料の蓄積を待たねばならない (表 6)。

そうした鉱山活動の推移に関連して、鉱山全体

で時期的にどのような鉱区害Jり が行われ、どの鉱

区からどこへと活動が進捗していつたのか、縄文

時代におけるこうした過程を復原するための具体

的な材料を、鉱山全体を視野にいれて体系的に収

集する必要がある。今回報告した採掘地形の単位

をとらえる「鉱区」の試みはその出発点である。

ところで、第 1号採掘址の竪坑群の排土からは、

お互いに切りあう竪坑の単位を違えて、草創期の

Ⅲ 採掘址の分布と採掘地形の成り立ち

押圧縄文上器群に比定される土器群 と後期の加曽

利 Bl式上器相当の上器群が出上 している。また、

出土位置は不明ながら早期鵜ケ島台式土器 も回収

されている。一つの採掘址の地下で認められたこ

うした事例は、一連の採掘作業がある広が りを

もった鉱区割 りをともなうと仮定したとき、各々

の鉱区割 りでは、時期を違えた採掘作業が上書き

されていた可能性を示唆 している。そう考えると、

あるいは過去に掘られ一旦埋没 した竪坑を目印に、

考古学的な意味で別の時期に鉱山を訪れた人々が、

その一部を再び掘削 し直 していた可能性がでてく

る。それは、鉱脈の存在を予め探査する一番の近道

だったのかも知れない (課題 10)。

鉱山の総合調査

これまで述べてきたような調査の経過と課題の

数々をもとに、私達は2001年度から4カ 年にわた

る星糞峠黒耀石採掘鉱山の総合調査の実施を計画

している。調査は地質学や黒耀石のJr_化学的分析、

年代測定などの諸分野との共同で推進する予定で

ある。

私達はこれからの鉱山総合調査にむけ、以下の

ような調査目的を掲げ、それぞれの課題を解明す

べ く調査方法を検討 していくつもりである。

① 古地形と古環境の復原 (課題4・ 5)。

② 黒耀石の産状と鉱脈の確定 (課題 2・ 3。 8)。

③ 黒耀石採掘方法の復原 (課題 1・ 2・ 10)。

④ 竪坑の構造的把握 (課題 6)。

⑤ 遺物出土状況の原位置記録と出土遺物の定量

分析 (課題 4・ 7)。

⑥ 黒耀石搬出の地域的範囲、時期、形態に係わる

周辺地域の様相 (課題 9)。

⑦ 中部高地における黒耀石採掘鉱山の分布と様

本目。

③ 調査区や遺構の造形保存あるいは公開展示。

測量調査の意義

黒耀石という岩石は、列島後期旧石器時代の初
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頭にその利用の開始をみることができる。同時に

それは一つ原産地に限られた狭い地域での利用で

はなく、特定原産地石材を広域で消費するという

原料消費の計画性の萌芽をみてとることもできよ

う。その後、北海道北部 。東部および中部日本そし

て九州地域を中心に黒耀石利用は急速に広まり、

ついに縄文時代初頭には地下採掘による黒耀石の

新 しい獲得利用形態が出現 したのである。こうし

てみると、黒耀石の利用は、後期旧石器時代の開始

および縄文時代の開始というように時代の画期 と

連動 して、人々のあらたな生活様式や技術の運用

を素早 く反映する性格の資源の一つであったと理

解することもできるのではないか。そうすると、黒

耀石の地下採掘場である黒耀石鉱山には、縄文時

代の人々がもつ技術や集団組織、あるいは信仰 と

いった、ときに不可視の文化要素までが採掘作業

や石器製作作業に凝縮され、竪坑 と一緒に考古学

的な情報として埋没 している可能性は高い。 しか

し、表 6に まとめたように、そのうち判明している

事柄は鉱山の面積に比 してまだ少ない。

これまでの瀬1量調査成果の第一の意義は、なに

よりもまず鉱山そのものの全体像を測量図面で広

く公開することが可能となった点にある。また、採

掘址や調査区の位置を正確に図面上に落とすこと

も可能となり、例えば地質分野による鉱脈分布調

査で鉱脈の分布範囲を採掘址群に重ね合わせて考

察することも今後可能となったし (調査目的①・

②)、 鉱山活動の地′点的な様相を正確に記述する台

帳ともなり、加えて史跡公園導線のガイドライン

ともなりうる (同③)と 思われ、活用の方策は少な

くない。

そして、中部高地一帯にその存在が確認されて

いる他の黒耀石鉱山のフイールドワークにあたっ

て、具体的な比較材料を提供できたとも考えてい

る (同⑦)。 しかし、黒耀石鉱山は一つ中部高地一

帯にのみ形成された特殊な遺跡なのだろうか、そ

れとも、列島の他の原産地にも同時代多発的に展

開した黒耀石獲得利用形態の一種だったのだろう

か。加えて考慮すべきことがらは、二上山北麓に展

開するサヌカイト採掘遺跡との時代的背景、技術、

そして集団組織にかかわる諸倶1面の構造的な異同

の検討である。

これらの課題に対しては、列島各地の原産地に

おける黒耀石生成から人々による利用が可能と

なった過程、すなわち考古学的な意味での原産地

化をはたした過程 (黒耀石の自然史と人類史、つま

り遺跡群の形成)の復原をとおして、通地域的に黒

耀石の産状と遺跡群の構成を把握することを将来

の目標に掲げておこう。 (安蒜政雄。島田)
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Study of Obsidian Mine and Quany Sites at the

Hoshikuso Pass in the Central Highlands of Japan.

Report of Archaeological Investigations, 1 998 -t999 Seasons.

Summary

This report summarizes the results of survey and conducted at the Takayama site cluster, which is located

in Nagato Town, Chiisagata County, Nagano Prefecture, in the central highlands of Japan. It is a cluster of archaeo-

logical sites where Paleolithic and Jomon people mined and quarried obsidian and made stone tools. Archaeologi-

cal investigations of this site cluster are expected to contribute to our understanding about a series of human activi-

ties that took place at obsidian mine and quarry. The overview of the site cluster and major archaeological features

are described in previous volumes of the site reports.

The mapping projects took place is 1992, t993,1998, and 1999. Our archaeological excavations since

1991 have revealed that circular depressions of four to five meters in diameter on the ground surface of a slope of the

Hoshikuso Pass and its adjacent Mt. Mushikura are archaeological feature that resulted from mining obsidian

during the Jomon Period. We have discovered 195 of these features. These archaeological features are distributed

over an area of approximately 45,000 square meters, from 1,475 to 1,550 meters in altitude.

These 195 features may be classified into the following three groups: I ) large, deep and well-defined

depressions, especially larger than 10 meters in diameter (e.g. Nos. 1, 10, II,33, and 43); II ) shallow, but well-

defined depressions (e.g. Nos. 35, 36,5I,52, and 53); and III ) vaguely-defined depressions (e.g. Nos. 39, 107, 108,

85, and I23). The group I features tend to be distributed in the central area of the cluster. The group II features

sometimes form clusters at many localities, while others are distributed sparsely. The group III features tend to be

distributed in the periphery of the cluster and areas between those where group I depressions and group II depres-

sions are distributed.

These features are spatially divided into clusters. During our mapping, we have discovered 38 of such

clusters. We refer to these clusters as units of mining. An issue as to whether these units functioned as units during

the Jomon Period or not remains to be tested by future excavations.

Along with mapping, we have conducted archaeological excavations of features resulting from mining

obsidian (No. 1 depression and 39 depression, and the main excavation area at Hoshikuso Pass). Underground a

depression were more than ten vertical shafts dug searching for obsidian that was contained within a layer of white

clay (No, 1) or a layer of yellowish brown loam (No, 39 and the main excavation area at Hoshikuso pass). These

vertical shafts were filled with dirt resulting from mining obsidian underground. We discovered some incipient

Jomon pottery in the main excavation area at Hoshikuso Pass and also some late Jomon pottery in a shaft which

were underground No, 1 depression. These pottery would indicate the date of mining activities. Probably the dirt

was discarded into a vertical shaft that was dug earlier. These vertical shafts were overlapped with each other.

Repeating this process would have resulted in a depression as it appears on the ground surface. Howevere, we have

not yet discovered the kinds of tools used for digging these vertical shafts.

SASAKI Ken'ichi and YOSHIDA Nozomi
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